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第５節　出土遺物

第13図　 ３群土器分類図　
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第４章　調査の記録

Ⅳ４群（第14図） 主にST01捨て場49～61層で出土した土器と、それに類似する土器群。なお、該当層

からは状態の良好な台付皿が２点（324-3、324-4）出土しているが、口縁部の突起の様相などから、

Ⅳ５～６群に属すると考えられるため、本群には含めていない。

〔器種･器形〕

深鉢：ⅣE～ⅣJ類が存在する。他群と比較して形態が多様である。ⅣG～ⅣI類は本群のみで認め

られる器形である。精製は各類が存在するが、粗製はⅣG類が主体である。ⅣI類は台付深

鉢で主に認められる。

鉢 ：ⅣF～ⅣH類が存在する。精製はⅣG･ⅣH類、粗製はⅣF･ⅣG類が主体である。ⅣF類はⅣ５

群にも存在するが、出土層位により本群と認められるもののほか、底面に圧痕が残るものを

本群に含めた。

壺 ：大形はⅣC･ⅣD類、小形はⅣG･ⅣI･ⅣJ類が存在する。本群はⅣ２･Ⅳ３群と比較して大形品

の比率が少ない。大形はすべて粗製である。小形はⅣI･ⅣJ類が主体で、ⅣG類が少量含まれ

る。本群のⅣI類は胴部の最大幅が胴部中位にあり、強く湾曲する傾向がある。

注口：ⅣA類が存在する。306-6や306-7は加曽利B１式に属するものと考えられる。

台付：形態は深鉢ⅣG･ⅣI類、鉢ⅣE･ⅣF･ⅣG類、壺ⅣJ類が存在する。各器種とも台が付かない

ものに比べ、底径が小さい。台部は直線的に開く例（320-6など）が主流である。

片口：深鉢･鉢･壺ⅣJ類が存在する。深鉢は片口にのみ存在する器形のため、該当する器形分類は

ない。鉢はⅣE類（512-2）のほかに器形分類に該当しない一群（324-6など）がある。

壺形はⅣ３群に比較して出土例が少ない。壺形の片口部の形状はⅣ３群と同様である。深

鉢形（326-12）は口縁部の平面形が三角形を呈する特殊な器形である。鉢形は、ⅣE類が１点、

器形分類に該当しない一群が４点であり、後者が主流である。後者の器形は底部が筒状に深

く、胴部は直線的に開き、口縁部は内傾する。片口部は筒形で、口縁部から連続せず、胴部

に穿孔し取り付ける。器面は黒色を帯び、丁寧なミガキ調整が施される。本群のみに認めら

れる器形である。

単孔：形態は壺であるが、壺とは形態が異なり、大振りの長胴形である。

香炉：やや扁平な球形で、胴部上半４か所が大きく開くため、十字の持ち手状を呈する。底部が筒

状に深い特徴が本群の注口A類に類似することから、本群に含めた。

双口：ドーナツ状の胴部に２か所の口が付く。底部には台が付く。施文技法が324-2に類似するこ

とから、本群に含めた。

小型：深鉢、壺、台付鉢がある。

〔文様〕本群では口縁部に装飾性の強い突起をもつ例が特徴的に認められる。また、ほかの群と比較

して器面が黒みを帯び、丁寧に磨かれるものが目立つ。精製･粗製ともに口唇部には縄文を施文する

例が多い。底面には製作時の圧痕を残すものも少量認められる。粗製土器では口縁部が無文で、胴部

のみに縄文が施される例が一定量認められる。文様はａ～ｉ種に細分した。

ａ種：多重平行沈線文を施すもの。沈線間には縦位の蛇行文やノの字文を施す。口縁部と胴部上半

の２か所、もしくは胴部上半のみに施文される。鉢では胴部下半に施文される例（400-5）も

認められる。文様内には縄文を施す。深鉢や鉢に施文されるが、特に深鉢ⅣH･ⅣJ類に多い。
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　第14図　 ４群土器分類図　
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第４章　調査の記録

ｂ種：平行沈線文を施すもの。縦位の沈線は施文されない。頸部に数条施文される例（407-5など）

と、胴部に主文様として施文される例（336-12など）がある。深鉢ⅣE･ⅣG類、鉢ⅣG･ⅣH類、

壺ⅣI類などに認められる。

ｃ種：幅広い沈線間に充填縄文を施し、帯状の入組文や渦文、菱形文などを表出するもの。胴部上

位～中下位まで施文されるものが多いが、口縁部にも施文する例（305-24）もある。各器種に

認められ、本群の中では最も類例が多い。

ｄ種：幅広い沈線間に充填縄文を施し、肥大した曲線文を表出するもののうち、刺突列を伴わない

もの。口縁部～胴部全面に施文される。主に台付深鉢に認められる。

ｅ種：幅広い沈線間に充填縄文を施し、肥大した曲線文を表出するもののうち、内側に刺突列を沿

わせるもの。口縁部～胴部全面に施文される。主に台付深鉢に認められる。

ｆ種：幅広い平行沈線間に斜行する沈線を交互に充填するもの。主に鉢ⅣG類に施文される。

g種：内面上位に数条の平行沈線を施文するもの。鉢ⅣF類に見られる。加曽利B１式の系統と考

えられる。

h種：隆線文の両脇に沈線を施すもの。片口鉢や注口など特殊な器種の口縁部に施文される。器面

は丁寧に磨かれる。

i 種：丁寧に磨かれた無文地に沈線で施文されるもの。注口の胴部上半に施文される。２条１対の

沈線で施文され、文様の接点には円形の刺突が施されるもの（306-6など）と、単独の沈線を

組み合わせたもの（320-8）がある。前者は加曽利B１式の系統と考えられる。

〔特徴〕器種組成が多様であるほか、深鉢や鉢の形態や文様も多様性に富む。口唇部はやや厚みがあ

り、角状のものが主流である。また、口縁部に装飾性の強い突起をもつ例が一定量存在する。底部は

Ⅳ２～３群に比較して径が小さく、注口では筒状に深い。深鉢･壺とも胴部の最大幅部分の湾曲は強

く、頸部が屈曲する例が多い。深鉢や鉢の胴部、壺の口縁部などは直線的に開く傾向がある。片口は

Ⅳ３群に比べて器種や片口部の形状が多様化する。いずれの器種も器面が黒みを帯び、丁寧にミガキ

調整を施す例が特徴的に認められる。また、注口や鉢などでは加曽利B１式に属すると捉えられる例

が確認できる。

Ⅳ５群（第15図） 主にST01捨て場39･41層、ST101捨て場47･65･73･89･112層で出土した土器と、それ

に類似する土器群。

〔器種･器形〕

深鉢：ⅣJ～ⅣM類が存在する。精製はⅣJ･ⅣM類が主体で、ⅣK･ⅣL類が一定量含まれる。粗製

はⅣL類が主体である。ⅣM類はⅣ６群にも認められるが、本群におけるⅣM類は波状口縁

の波頂部が丸みを帯びるもの（388-11など）が多い。ⅣK･ⅣL類は本群のみに認められる形態

である。

鉢 ：ⅣF～ⅣM類が存在する。精製はⅣM類が主体でⅣG～ⅣL類が一定量認められる。粗製はⅣ

H･ⅣL類が主体である。本群における精製の鉢は器壁が全体的に丸みを帯びる傾向がある。

皿 ：底部から胴部にかけて直線的もしくはやや内湾して開く。底径は口径の１/３以下と小さく、

底部から胴部の立ち上がりはやや反るか低い高台が付く。口径が10㎝前後の小形に限られる。
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第５節　出土遺物

壺 ：大形はⅣF類、小形はⅣJ～ⅣN類が存在する。Ⅳ２～３群と比較して大形は少ない。小形は

ⅣK類が主体であり、ⅣJ、ⅣL～ⅣN類は少量含まれる。鉢と同様に全体的に器壁が丸みを

帯び、底部は小さいか胴部と一体となって丸みを帯びる傾向がある。

注口：ⅣB～ⅣE･ⅣK類が存在する。ⅣC･ⅣD類が主体であり、ⅣB･ⅣE･ⅣF･ⅣK類が少量含まれ

る。鉢や壺と同様に全体的に器壁が丸みを帯び、底部が小さいか胴部と一体となって丸みを

帯びる傾向がある。ⅣK類は鉢形と台付鉢形がある。ⅣB～ⅣE類は本群のみに見られる器

形である。

台付：形態は鉢ⅣH･ⅣJ類、皿が存在する。鉢ⅣH類の台部は胴部の1/2～2/3程度の高さのものが

一般的だが、ⅣJ類（386-3）は極めて小さい。台付皿の内面には縄文が施され、摩滅や敲打痕

が顕著に認められる。

異形台付：口縁部のほかに両側面が開口する。３点出土している。

単孔：いずれも内湾する独立した頸部を持つ。胴部は細身で壺とは明らかに形態が異なる。口縁形

態は平縁と波状が認められる。単孔付近にアスファルト状の付着物が認められるものが２点

（393-4、399-16）ある。

香炉：胴部は扁平で、上面から見ると方形を呈する。方形の各頂点が接着し、ほかは開口する。口

縁部は垂直に立ち上がる。底部には台が付く。

小型：形態は鉢、壺が存在する。

〔文様〕各器種とも口縁部から胴部下半にかけて文様が施文される。ただし、深鉢K類のみは胴部は

無文である。本群は刻み列を多用することが特徴である。また壺形の注口の多くには、胴部に４単位

の貼瘤が付く。壺や単孔の一部にも同様の貼瘤が見受けられる。縄文は多条縄文、羽状縄文が特徴的

に用いられる。縄文が深く施文されることも本群の特徴である。文様はａ～ｆ種に分類した。

ａ種：多重平行沈線文を施すもの。沈線間には縦位の蛇行文やノの字文を施す。刻み列が併用され

る。深鉢、鉢などに認められる。Ⅳ４群の文様ａ種と同種である。

ｂ種：幅広い沈線間に充填縄文を施し、肥大した入組文やクランク文などを表出するもの。各器種

に認められ、本群の中では最も類例が多い。

ｃ種：２～５条の平行沈線文内に刻み列を充填する文様を主文様とするもの。鉢や台付鉢などに認

められる。

ｄ種：斜行する沈線を交互に施文するもの。Ⅳ４類の文様ｆ種と同種である。

ｅ種：微隆起線文を施すもの。１例のみ認められる。

ｆ種：浮彫状の文様を施すもの。器面は丁寧に磨かれる。注口ⅣD類に認められる。

〔特徴〕他群と比較していずれの器種も器壁が厚く、重量感がある。口唇部は厚く、口縁内側の肥厚

が顕著な例（400-6など）が認められる。口唇部は角状が主流である。深鉢の底面形態は平坦なものが

多いが、鉢や壺、壺形の注口では底部が小さい傾向があり、上げ底状に反るもの（467-11）や小さな窪

みで作出されるもの（402-3など）、丸みを帯びて底面が明瞭でないもの（386-4）も特徴的に認められる。

鉢･壺･注口では器壁が球胴状に丸みを帯びる傾向がある。また壺や注口では、内湾する独立した頸部

を持つ例が特徴的に見受けられる。器種組成には本群のみに認められる異形台付土器のほか、台付皿

や香炉も含まれる。
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第５節　出土遺物

Ⅳ６群（第16図） ST01捨て場21～40層から主に出土する土器と、それに類似する土器群。

〔器種･器形〕

深鉢：ⅣM･ⅣO類が存在する。精製はⅣM類、粗製はⅣO類である。本群におけるⅣM類は波頂部

が尖る傾向がある。ⅣO類はⅣ７･Ⅳ８群にも認められるが、本群のⅣO類は、底部の立ち上

がり部分が丸みを帯びる特徴が認められる。ただし、Ⅳ７群の傾向が不明のため、ST01捨

て場21～32･40層以外の出土例はⅣ６･７群とした。

鉢 ：ⅣH･ⅣM･ⅣO類が存在する。またⅣJ類も本群に含まれる可能性がある。精製はⅣM類が

主体で、ⅣH･ⅣO類が若干認められる。粗製はⅣO類が主体である。粗製のⅣO類はⅣ７･

Ⅳ８群にも認められる可能性があるため、ST01捨て場21～32･40層出土例のみ本群に該当さ

せた。

壺 ：ⅣE･ⅣH･ⅣK～ⅣN･ⅣP類が存在する。大形は精製の壺E類が若干量認められるほか、ⅣD

類が本群に含まれる可能性がある。小形はⅣH･ⅣK～ⅣN類がそれぞれ一定量出土している。

注口：ⅣF～ⅣH･ⅣK類が存在する。ⅣF類が主体であり、ⅣG･ⅣH･ⅣK類が少量含まれる。各類

とも胴部に４単位の貼瘤が付き、口縁部には４～６単位の突起が付く例が多い。ⅣH類は

ⅣF･G類に比較して大形の傾向がある。

単孔：胴部は細身で壺とは明らかに形態が異なる。口縁部は残存していない。

台付：形態は深鉢ⅣM類、鉢ⅣG･ⅣH･ⅣM･ⅣO類、皿である。台部はやや内湾して開くものが主

流である。台部が極めて低い例（467-10）も認められる。台付皿はⅣ５群と同様に内面に縄文

が施され、摩滅や敲打痕が顕著に認められる。

香炉：いずれも台が付く。胴上半が欠損するものが多い。

多孔底：底面に多数の孔が設けられる。Ⅳ７群と同形態のため分別は不可能である。出土層位で特

定できるもののみ本群に含めた。

蓋 ：蓋と推定される土器が２点出土している。

小型：鉢、壺、注口、香炉、多孔底がある。

〔文様〕各器種とも口縁部から胴部下半にかけて文様が施文される。注口のほかに、深鉢や鉢の一部

にも貼瘤が付く。粗製深鉢や鉢では、縄文のほかに無文や条痕も多く見受けられる。縄文では細身の

縄による羽状縄文（382-5など）が若干認められる。無文ではケズリ調整が施されるものが多い。文様

はａ～ｃ種に分類した。

ａ種：幅広い沈線間に充填縄文を施し、帯状の文様を表出するもの。特に襷掛文が多用される。各

器種に認められ、本群の中では最も類例が多い。

ｂ種：無文地に沈線で文様を施すもの。香炉の文様はすべて本種である。

ｃ種：微隆起線文を施すもの。微隆起線の両脇には沈線を伴う。注口のみに認められる。

〔特徴〕口縁部内側の肥厚は深鉢ⅣM類や鉢ⅣM類の一部で認められるのみである。口唇部はやや厚

く内削状もしくは角状が主流である。いずれの器種も底部径は比較的小さく、深鉢や鉢では平坦もし

くはやや上げ底状に反る。壺や注口では小さな窪みで作出するもの（343-1）、丸みを帯び底面が明瞭

でないもの（370-10）が主流である。器種組成には多孔底と蓋が含まれる。壺が比較的少なく、注口が

目立つ。小型土器には香炉や多孔底があり、器種組成を反映した構成となっている。
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Ⅳ７群（第17図） ６～19層から主に出土する土器のうちⅣ８群に含まれないものと、それに類似する

土器群。本群が依拠する層位はⅣ７･８群が出土するため、該当層位から出土した粗製土器などはⅣ

７･８群としている。

〔器種･器形〕

深鉢：ⅣN･ⅣO類が存在する。精製はⅣN類、粗製はⅣO類である。ⅣO類は底部の立ち上がりの

形態で、Ⅳ６群に類似するものか、Ⅳ８群に類似するものかを区別し、前者はⅣ６･７群、

後者はⅣ７･８群としている。

鉢 ：ⅣM･ⅣO類が存在する。ⅣN類も本群に含まれる可能性がある。資料数が少なく、器形の特

徴を抽出することができないため、文様がないものはⅣ６･８群との区別はできない。

壺 ：本群に明確に伴う壺は抽出できなかった。

注口：ⅣH～ⅣK類が存在する。有文のものはⅣH類が主流であり、ⅣI･ⅣJ類が一定量認められる。

文様を持たないものはⅣI･ⅣJ類があり、いずれも外面に丁寧なミガキが施される。文様を

持たないものはⅣ８群との区別が困難であるが、底部が小さい高台状のものはⅣ８群と考え

られる。

香炉：いずれも台が付く。形状は多様である。

多孔底：底部に多数の孔が設けられる。Ⅳ６群と同形態のため分別は不可能である。出土層位で特

定できるもののみ本群に含めた。

小型：壺･注口、脚付皿がある。小型の多孔底はⅣ６群と区別が付かないが、本群に属する可能性

もある。

〔文様〕本群は貼瘤を多用することを特徴とする。文様は深鉢では口縁部のみに、壺や注口では口縁

部から胴部上半に施文される。粗製土器は時期比定が難しく、特徴を抽出することが困難であるが、

概ねⅣ６群と同様と推定される。壺や注口は無文が多く、ミガキ調整が施される。文様はａ～ｃ種に

分類した。

ａ種：やや狭い沈線間に充填縄文を施し、帯状の文様を表出するもの。特に入組帯状文が多用され

る。

ｂ種：無文地に沈線で文様を施すもの。

ｃ種：微隆起線文を施すもの。微隆起線の両脇には沈線を伴う。微隆起線上に刺突列を施すものも

ある。

〔特徴〕他群に比較して器壁が薄い。器高が30㎝前後の大形の深鉢においても器壁は薄く、軽い。口

唇部の形態は、内削状もしくは角状が主流である。底面は平坦もしくは上げ底状に反るもののほかに、

低い高台状を呈するもの（309-3など）や小さな窪みで作出するもの（321-8など）がある。器種組成では、

Ⅳ６群と同様に壺が極めて少なく、注口が多い。本群では貼瘤を多用する一方、注口などではミガキ

調整の無文も目立つ。
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第18図　 ８群土器分類図　

第17図　 ７群土器分類図　
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Ⅳ８群（第18図） SX07出土土器とそれに類似する土器群。

〔器種･器形〕

深鉢：ⅣN･ⅣO類が存在する。ⅣN類は精製、ⅣO類は精製と粗製がある。ⅣO類はⅣ６･７群にも

認められるが、本群のⅣO類は、底部が低い高台状を呈することが特徴である。ただし、

Ⅳ７群の傾向が不明のため、SX07以外の出土例はⅣ７･８群とした。

鉢 ：ⅣM～ⅣO類が存在する。資料数が少なく、器形の特徴を抽出することができない。底部に

は高台を伴う例が多い。

壺 ：ⅣM･ⅣO･ⅣP類が存在する。資料数が少なく、器形の特徴を抽出することができないため、

文様がないものはⅣ７群との区別はできない。

注口：ⅣH～ⅣJ類が存在する。ⅣI･ⅣJ類が主体であり、ⅣH類は１点が認められるのみである。

外面に丁寧なミガキが施されるものが多く、文様が施文されるものは極めて少ない。底部が

小さい高台状のものは本群と考えられるが、底部が欠損する場合はⅣ７群と区別できない。

台付：形態は鉢ⅣO類である。１点のみ出土した。

〔文様〕資料数が少ないため細分はしていない。

深鉢の文様は口縁部のみに施され、胴部は無文である。壺や注口は頸部のみに施文されるもの（501-4）

と、頸部から胴部に施文されるもの（308-7など）がある。

刻みが多用され、貼瘤が要所に用いられる。ボタン状（501-4）や隆線状（310-3）の貼瘤も認められる。

細い入組帯状文や弧線文が施文され、初現の三叉文が認められるもの（370-12など）もある。深鉢ⅣO

類の精製土器には刻みや貼瘤を持たない例（271-3など）も認められる。粗製土器は時期比定が難しく、

特徴を抽出することが困難であるが、概ねⅣ６群と同様と推定される。注口や壺は無文が多く、ミガ

キ調整が施される。

〔特徴〕Ⅳ７群と同様に、他群に比較して器壁が薄い。器高が30㎝前後の大形の深鉢においても器壁

は薄く、軽い。口唇部の形態は、内削状もしくは角状が主流である。底部形態は、深鉢や鉢では低い

高台状を呈するものが一般的であり、注口では径の小さい高台状を呈する。鉢･台付鉢･壺･注口は出

土例が少ないため、Ⅳ７群との明確な特徴差は抽出できなかった。文様は刻み列が多用され、多様な

貼瘤が要所に付される。Ⅳ７群と同様に、壺や注口では文様が施文されず、ミガキ調整の無文が主流

である。

Ⅴ群　弥生時代に属する土器

ST202捨て場から器形が明らかな深鉢が２点と、遺構内から土器片１点が出土した。そのほか、各

捨て場及び遺構外から土器破片が20点程度出土している。胴部は内湾して立ち上がり、頸部で括れ口

縁部は開く。口縁形態は低い波状である。文様帯は胴部上位で、いずれも変形工字文が施される。口

唇部には刻みか縄文が施文される。口縁部内側には沈線が巡る例（468-14）がある。縄文の施文方向は

斜位である。
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２　石器･石製品
（１）整理･掲載基準概要

《整理･掲載方法》遺構内出土石器は出土層位や帰属時期に関わらず可能な限り掲載することとした。

縮尺は器種に応じて異なるため、各図ごとに縮尺を記載した。捨て場･遺構外出土石器の整理･掲載方

法は「第４章第３節５捨て場」に詳細を記載しているため、そちらを参照いただきたい。掲載した石

器の法量などは遺構内出土石器は第15表に、捨て場･遺構外出土石器は第20表に記載した。未掲載の

石器についても捨て場と遺構外から出土した石器はすべて番号を振り、分類を行った。それらの詳細

は第76～81表にすべて記載している。また、各器種における分類ごとの出土点数は第68表に記載し

た。

《石器計測表について》

第15･20表に掲載した法量値は、図面上で計測した値である。遺物を正位置の状態で、上端と下端

の平行線間の距離を「長さ」とし、それに直交する軸における遺物の最大幅を「幅」とした。

（２）分類

個体の持つ形態や技法上の特徴から、大分類（アルファベット大文字）と小分類（アルファベット

小文字）を行ったが、形態･技法上で特に大きな分類項目を必要とする場合やこれら以外の分類要素

がある場合は、ローマ数字を用いた。石鏃から礫器を石器、線刻礫以降を石製品と捉え、石製品は第

４分冊に集成図を掲載した。分類ごとの実例は図版192～219に掲載した。なお、折損しているものは

器種不明としたが、その中には石匙などの製品が多数含まれているものと考えられる。

石鏃（図版192～195）

多くは、扁平な三角形状か木葉状を呈する石器で、全面に調整を施したものがほとんどである。石

槍と区別するのに、７㎝未満のものを対象にした。

A類　器体が三角形状で、茎部が作出されないもの（無茎）。

ａ類：基部が凹状のもの（凹基）。

ｂ類：基部がほぼ水平のもの（平基）。

ｃ類：基部が凸状のもの（凸基）。

B類　 器体が三角形状で、茎部が作出されるもの（有茎）。器体の側縁は直線的なものが主流である

が、やや括れるもの（452-9など）も認められる。

ａ類：器体が左右対称で、基部が凹状のもの（凹基）。

ｂ類：器体が左右対称で、基部がほぼ水平のもの（平基）。

ｃ類：器体が左右対称で、基部が凸状のもの（凸基）。

ｄ類：左右非対称のもの。

C類　 器体が木葉形状のもの。茎部は作出される。

ａ類：器体が左右が対称のもの。

ｂ類：器体が非対象のもの。

D類 茎部の基端が幅広なもの。基端の形状は凸状のもの（凸基）と二股のものがある。
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石槍（図版197）

扁平で両端もしくは一端が尖り、最大幅部断面が菱形状を呈する石器である。石鏃と区別するのに、

７㎝以上のものを対象にした。

A類　刃部と基部の境が不明瞭なもののうち、木葉状を呈し、長軸中央に最大幅があるもの。

ａ類：刃部先端が尖るもの。基部末端は弧状である。

ｂ類：刃部先端が弧状のもの。基部末端には一次面を残す。

B類　刃部と基部の境が明瞭なもの。刃部は三角形状を呈し、基部は長方形である。

C類　刃部と基部の境が不明瞭なもののうち、滴状を呈し、長軸下方に最大幅があるもの。

石錐（図版195･196）

断面が菱形や三角形状の尖頭部を持つ石器である。

A類　基部と錐部の境が明瞭なもののうち、丁寧な調整により基部が作出されるもの。基部の長軸

より錐部が長く、錐部は先細りの棒状である。

ａ類：基部が左右対称で、基部上端が平坦なもの。

ｂ類：基部が左右対称で、基部上端が凹状のもの。

ｃ類：基部が左右対称で、基部上端が凸状のもの。

ｄ類：基部が非左右対称のもの。

B類　 基部と錐部の境が不明瞭なもの。

ａ類：基部の全面に調整を施す。 ｂ類：基部の一部に調整を施す。

ｃ類：基部に調整を施さない。

C類　 基部と錘部の境が明瞭なもののうち、基部の調整が粗雑もしくは調整を加えないもの。

D類　 両端が細く尖るもの。中央部は大きく膨らむ。

棒状尖頭器（図版198）

尖った先端を持つ細長い棒状の石器である。

A類　両端が尖頭状を呈するもの。

ａ類：中央部の断面形が菱形状を呈する。

ｂ類：中央部の断面形が凸レンズ状を呈する。

ｃ類：中央部の断面形が三角形状もしくは台形状を呈する。

ｄ類：中央部の断面形が平坦な六角形状を呈する。

B類　一端が尖頭状を呈するもの。

ａ類：中央部の断面形が菱形状を呈する。

ｂ類：中央部の断面形が凸レンズ状を呈する。

ｃ類：中央部の断面形が三角形状もしくは台形状を呈する。

有撮石器（図版202）

全面に調整を施した扁平な細身の形態で、一端につまみが付き対極が尖っている石器である。
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石匙（図版199～201）

つまみ部を持つ石器である。

A類　つまみ部を縦にした場合、器体の長軸が縦位方向のもの。

ａ類：先端が円刃状を呈する。 ｂ類：先端が尖る。

ｃ類：先端が直刃状を呈する。 ｄ類：先端が抉入状を呈する。

B類　つまみ部を縦にした場合、器体の長軸が横位方向のもの。

ａ類：左右の先端が円刃状を呈する。

ｂ類：左右の先端は一方が円刃状で他方が尖る。

ｃ類：左右の先端が尖る。

ｄ類：左右の先端は一方が円刃状で他方が直刃状を呈する。

ｅ類：左右の先端が直刃状を呈する。

C類　つまみ部を縦にした場合、器体の長軸が斜位方向のもの。

ａ類：先端が円刃状を呈する。 ｂ類：先端が尖る。

ｃ類：先端が直刃状を呈する。 ｄ類：先端が抉入状を呈する。

D類　つまみ部を縦にした場合、器体の長軸方向が定まらないもの。

ａ類：先端が円刃状を呈する。 ｂ類：先端が尖る。

ｃ類：先端が直刃状を呈する。

E類　つまみ部を作り出すが、器体の側縁に明瞭な調整がないもの。

ａ類：器体の長軸が縦位方向のもの。 ｂ類：器体の長軸が横位方向のもの。

ｃ類：器体の長軸が斜位方向のもの。 ｄ類：器体の長軸が定まらないもの。

F類　上記分類に当てはまらないものを一括した。

トランシェ様石器（図版197･202）

刃部に礫皮面もしくは一次剥離面を残す撥形状の石器である。剥片を素材にしている。

A類　刃部と基部に一次面が残存する。

B類　刃部だけに一次面が残存する。

石箆（図版197･202･203）

撥形あるいは長方形状のいわゆるヘラ状を呈した石器である。剥片を素材にしている。

A類　刃部が円刃状を呈するもの。

ａ類：最大幅は刃部で、基部にかけてほぼ同様な幅で推移し、基部は円刃状に調整を施す。

ｂ類：最大幅は刃部で、基部にかけて徐々に窄まり、基部は小さな円刃状を呈する。

ｃ類：最大幅は刃部で、基部にかけて窄まり、基部は尖頭状を呈する。

ｄ類：最大幅は刃部で、基部にかけて窄まり、基部は粗い作り。

ｅ類：最大幅は長軸中央部で、基部も円刃状を呈する。

ｆ類：上記の分類に当てはまらないもの。
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B類　刃部が直刃状を呈するもの。

ａ類：最大幅は刃部で、基部にかけてほぼ同様な幅で推移し、基部も直刃状を呈する。

ｂ類：最大幅は刃部で、基部にかけて窄まり、基部は尖頭状を呈する。

ｃ類：最大幅が刃部で、基部にかけて窄まり、基部は粗い作りである。

ｄ類：最大幅は長軸中央部で、基部は粗い作りである。

スクレイパー（図版204～206）

剥片の側縁に二次調整による刃部を持つ石器である。Ⅰ類は、剥片の打点と対極の縁辺を調整し、

刃部として利用したもの。Ⅱ類はその特徴をもたないものである。

ⅠA類　素材が縦長剥片のもの。

ａ類：円刃状の刃部を作出する。 ｂ類：尖頭状の刃部を作出する。

ⅠB類　素材が横長剥片のもの。

ａ類：長軸端部のいずれかに調整を施す。 ｂ類：長軸端部に調整を施さない。

ⅡA類　定型的なもののうち、円形もしくは楕円形を呈するもの。

ａ類：全周に調整を施す。

ｂ類：部分的にあるいは一部を除いて調整を施す。

ⅡB類　定型的なもののうち、木葉形を呈する。

ａ類：両側縁に調整を施すもの。

ｂ類：両側縁に部分的あるいは一部を除いて調整を施す。

ⅡC類　定型的でないもののうち、主として長軸の一端が先細りの三角形のもの。

ａ類：三辺に調整を施す。 ｂ類：二側縁に調整を施す。

ｃ類：一側縁に調整を施す。

ⅡD類　定型的でないもののうち、主として長軸のある四辺で構成するもの。

ａ類：全辺に調整を施す。 ｂ類：一端と二側縁に調整を施す。

ｃ類：一端と一側縁に調整を施す。 ｄ類：二側縁に調整を施す。

ｅ類：一側縁に調整を施す。

ⅡE類　定型的なもののうち、円形･楕円形･木葉形以外の形態のもの。

F類　上記分類に当てはまらないもの。

柄付きスクレイパー（図版201･206）

スクレイパーの主要な刃部と対極に、細長い柄の付く石器である。

A類　器体が不整円形もしくは半円形のもののうち、柄が直線状もしくは先端が僅かに広がるもの。

ａ類：柄を縦にした場合に器体が縦長のもの。

ｂ類：柄を縦にした場合に器体が横長のもの。

ｃ類：柄を縦にした場合に器体の縦横が不明瞭なもの。

B類　器体が不整円形もしくは半円形のもののうち、柄の先端が二股に分かれるもの。

C類　器体が不整形のもの。
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抉入スクレイパー（図版206）

剥片の側縁に二次調整による抉りを持つ石器である。

鋸歯縁石器

側縁に凹凸のある小さな剥離が連続する石器である。

楔形石器

剥片の上下端部が、平行になるように調整された石器である。

異形石器（第615図、図版207）

器種が限定できない石器のうち、丁寧な調整を全面的に施し意図的な形に作られた石器である。

A類　長軸を縦にした場合、左右の突出部がほぼ対称をなすもの。

B類　長軸を縦にした場合、左右の突出部が対をなすもの。

C類　嘴形を呈するもの。

D類　不整形を呈するもの。

E類　上記の分類に当てはまらないもの。

三脚石器（第615図、図版207）

等間隔の３つの脚と台部で構成され、脚を平坦面に接地した場合、台部上面が平坦面になる石器で

ある。分割礫を素材にしたと考えられる。

打製石斧（図版210）

甲高で、撥形あるいは長方形状を呈した斧形のうち、完成品が打製の手法による石器である。礫を

素材にしている。

A類　長軸中央に最大幅があるもののうち、刃部と基部が円刃状のもの。

B類　長軸中央に最大幅があるもののうち、刃部は円刃状で基部は粗い作りのもの。

C類　刃部に最大幅があり、丁寧に整えた基部に向かって徐々に窄まるもの。

D類　上記の分類に当てはまらないもの。

磨製石斧（図版208）

撥形あるいは長方形状を呈した斧形のうち、完成品が磨製の手法による石器である。殆どが基端部

を除き磨かれており、刃部は両刃の円刃で、側縁が平坦な石器である。大きさにより機能の違いが想

定され、長軸長と重量の関係を検討した結果、長軸７㎝ほどで重さ50g代の空白領域を除いて大小の

連続性が認められた。よって、50g以上をⅠ類それ以下をⅡ類に分類した。

ⅠA類　刃部と側縁の境に最大幅があり、基部にかけて徐々に窄まるもの。

ⅠB類　刃部と側縁の境よりやや基部よりに最大幅があり、基部にかけて徐々に窄まるもの。

ⅠC類　最大幅が中央辺りにあり、基部にかけて緩く窄まるもの。
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ⅡA類 刃部と側縁の境に最大幅があり、基部にかけて徐々に窄まるもの。

ⅡB類 刃部と側縁の境よりやや基部よりに最大幅があり、基部にかけて徐々に窄まるもの。基部

周辺に磨きが施されない例（507-4）がある。

ⅡC類 最大幅が中央辺りにあり、基部にかけて緩く窄まるもの。

ⅡD類 素材は刃部とほぼ同じ幅で細長く、基部で短く窄まり、全面に磨きがあり基部は刃部状の

薄い作りのもの。

ⅡE類 両端にほぼ同じ幅の刃部があり、素材は刃部とほぼ同じ幅で細長く、両側縁を磨いていな

いもの。

石核

剥片素材を得るための母材のうち、最終段階を示す石器である。礫を素材にしている。

A類　扁平な自然礫の側縁から、全周するように両面から剥片を得ており、残核は両面体状を呈す

る。

B類　 やや厚手の剥片を素材に、主に側縁を全周するように剥片を得ており、残核は薄い円錐状も

しくは皿状を呈する。

C類　 刃部状を呈する側縁の反対側に細長い平坦面を形成し、平坦面では垂直方向もしくは水平方

向に、刃部状の側縁では両面から打撃を加えて剥片を得ており、残核は舟形状を呈する。

D類　 分厚い椀形の分割素材を基に、縁辺を全周するように分割面中央へまた分割面の垂直方向へ

それぞれ打撃を加えて剥片を得ており、残核は椀形状や皿形状を呈する。

E類　 分厚い椀形の分割素材を基に、縁辺を全周するように分割面の垂直方向へ打撃を加えて剥片

を得ており、残核は厚い円錐状を呈する。

F類　 自然礫もしくは分割礫を素材に三面以上の面を利用して、打面を変えながら剥片を得ており、

残核は多面体のブロック状を呈する。

G類　 上記分類に当てはまらないもの。

扁平打製石器（図版209）

横軸が縦軸と同じかそれよりも長い扁平な礫で、下辺（底縁）に刃部があり両側縁に調整を持つ石

器である。礫を素材にしている。

A類　上辺が弧状で、両側縁辺に弧状の調整があるもの。

B類　上辺が弧状で、両側縁辺に弧状と直線状の調整があるもの。

C類　上辺が弧状で、両側縁辺に弧状と窪み状の調整があるもの。

D類　上辺が弧状で、両側縁辺に窪み状の調整があるもの。

E類　上辺が直線状で、両側縁辺に直線状の調整があるもの。

F類　上辺が直線状で、両側縁辺に直線状と窪み状の調整があるもの。

G類　上辺が直線状で、両側側辺に窪み状の調整があるもの。

H類　上記の分類に当てはまらないもの。
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石錘（図版210）

扁平な礫に紐を回すための窪みや刻みを持ったり、紐の痕跡が確認できる石器である。

A類　長軸方向の両端中央に粗い窪み部があるもの。

B類　長軸方向の両側縁中央に粗い窪み部があるもの。

C類　長軸方向の両端と両側縁中央に、粗い窪み部があるもの。

D類　長軸方向の両端中央に細い刻み目があるもの。

E類　長軸方向の両側縁中央に紐を回した痕跡があるもの。

F類　上記分類に当てはまらないもの。

敲石

礫の端部や側縁に敲打痕のある石器である。

A類　扁平な礫を素材とするもの。

ａ類：長軸の一端に敲打痕がある。 ｂ類：長軸の両端に敲打痕がある。

ｃ類：短軸の一側縁に敲打痕がある。 ｄ類：短軸の二側縁に敲打痕がある。

ｅ類：短軸端と長軸端に敲打痕がある。

B類　細長い棒状礫を素材とするもの。

ａ類：一端に敲打痕がある。 ｂ類：両端に敲打痕がある。

ｃ類：上記分類に当てはまらないもの。

凹石

礫の平坦面や側面に、意図的な窪みを持つ石器である。

A類　扁平な礫を組材にしたもの。

ａ類：片面に窪みがある。 ｂ類：両面に窪みがある。

ｃ類：両面と側縁に窪みがある。

B類　細長い棒状礫を組材にして側面に窪みがあるもの。

C類　上記分類に当てはまらないもの。

磨石

礫の一部もしくは大部分に、平坦な磨面を持つ石器である。

A類　扁平な礫を組材にしたもの。

ａ類：片面に磨面がある。 ｂ類：両面に磨面がある。

ｃ類：扁平な面と側縁に磨面がある。

B類　細長い棒状礫を組材にして一端と両面に磨面があるもの。

C類　上記分類に当てはまらないもの。

石皿（図版211）

多くは平坦な礫を用いて幅広の平坦面を形成する石器である。そのうち、加工しない礫に磨面のあ
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るものをⅠ類、加工した礫に磨面のあるものをⅡ類とする。明確な縁が認められる場合、それを外縁

と呼び側縁と区別して用いる。Ⅰ類には外縁を持つ例はない。

ⅠA類　磨面が片側のもの。

ａ類：磨面が窪むもの。 ｂ類：磨面は平坦なもの。

ⅠB類　磨面が両面のもの。

ａ類：磨面が窪むもの。 ｂ類：磨面は平坦なもの。

ⅡA類　磨面が片側のもの。

ａ類：外縁があるもののうち、磨面と外縁の境が屈折もしくは屈曲するもの。

ｂ類：外縁があるもののうち、磨面と外縁の境が緩やかなもの。

ｃ類：外縁がないもののうち、磨面が窪むもの。

ｄ類：外縁がないもののうち、磨面が平坦もの。

ⅡB類　磨面が両側のもの。

ａ類：両面とも磨面と外縁の境が屈折するもの。

ｂ類：片側は磨面と外縁の境が屈折もしくは屈曲し、反対側は磨面と外縁の境が緩やかなもの。

ｃ類：両面とも磨面と外縁の境が緩やかなもの。

ｄ類：片面は磨面と外縁の境が屈折し、反対側は外縁がなく磨面が窪むもの。

ｅ類：片面は磨面と外縁の境が緩やかで、反対側は外縁がなく磨面が窪むもの。

ｆ類：両面とも外縁がなく磨面が窪むもの。

ⅡC類　上記Ⅱ類の分類に当てはまらないものを一括した。

砥石（図版211）

平坦な礫を用いた研磨するための石器である。

A類　平坦な砥面を持つものである。

ａ類：砥面に線刻状の痕跡がある。 ｂ類：砥面に溝状の痕跡がある。

ｃ類：砥面に線刻状･溝状の痕跡がある。

B類　湾曲する砥面をもつものである。

ａ類：砥面が１か所のもの。 ｂ類：砥面が複数存在するもの。

C類　上記分類に当てはまらないものを一括した。

岩板

両面や縁を加工した板状を呈する石器である。

礫器（図版212）

礫の一部に調整のある石器である。

A類　長軸の端に調整を持つもの。

ａ類：礫長軸の一端に粗い調整があるもの。 ｂ類：礫長軸の両端に粗い調整があるもの。

B類　長軸の一側縁に粗い調整があるもの。
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C類　長軸の一端と側縁の一端に粗い調整があるもの。

D類　長軸の一端と両側縁に粗い調整があるもの。

E類　上記分類に当てはまらないもの。

線刻礫（集成図第615図、図版213）

礫に線を刻んだ石器である。

A類　複雑な線刻があるもの。

B類　一定方向に単調な線刻があるもの。

有孔石製品（集成図第616図、図版214）

礫を磨き、穿孔を施す石器である。孔が貫通するものと盲孔のものがある。石質を基準に分類した。

Ⅰ類　装飾品と考えられるもののうち、翡翠や緑閃石岩製などの光沢のある緑色系石材を素材とす

るもの。

Ⅱ類　装飾品と考えられるもののうち、光沢のある褐色系石材を除いたもの。

Ⅲ類　装飾品ではないと考えられるもの。

板状石製品（集成図第617図、図版215）

礫を板状に加工したもので、文様は施していない。礫を素材にしている。

A類　板状で円形を呈するもの。

ａ類：両面と縁辺を磨くもの。 ｂ類：縁辺は打ち欠いたままのもの。

B類　板状で長方形を呈し、両面と縁辺を磨くもの。

C類　板状で台形もしくは三角形状を呈し、両面と縁辺を磨くもの。

有溝石製品（集成図第617図、図版215）

礫に溝状の線刻を施した石器である。

球状石製品（集成図第615図、図版219）

礫の全面を磨いた球体を呈する石製品である。

A類　球体状のもの。

ａ類：突起が付かない。 ｂ類：突起が付く。

B類　球体状が連結するもの。

ａ類：突起が付かない。 ｂ類：突起が付く。

椀形石製品（集成図第616図、図版215）

礫を椀形に刳り抜いた石製品である。
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石棒（集成図第618図、図版216）

全面的に磨かれた棒状を呈する石製品である。棒状先端に装飾のあるⅠ類とそれのないⅡ類に分類

する。礫を素材にしている。

ⅠA類　太く大振りのもの。

ａ類：独立した亀頭状の単純な装飾を持ち、上面観は同心円のもの。

ｂ類：独立した亀頭状の単純な装飾を持ち、上面観は楕円のもの。

ｃ類：先端に僅かな括れがあり、先端に沈線による文様があるもの。上面観は同心円である。

ｄ類：先端側に区画を示す雑な沈線による文様があるもの。上面観は同心円である。

ⅠB類　細身のもの。両端あるいは片方に亀頭状の装飾があり、中央部に最大径がある。亀頭部分

に精緻な装飾を施す例（447-1など）がある。

ⅡA類　一端が尖り反対側の先端は尖らない。尖らない先端側に区画を示す沈線がないもの。

ⅡB類　一端が尖り反対側の先端が尖らない。尖らない先端側に区画を示す沈線があるもの。

ⅡC類　ⅡA･ⅡB類に含まれないもの。

石剣（集成図第619図、図版217）

握り部のある扁平な細長い形態で、両側縁が鋭角で直線的である。礫を素材にしている。

A類　両面断面が緩い曲線のもの。

B類 片面断面の中央が稜線による緩い角状を呈するもの。

石刀（集成図第619図、図版217）

握り部のある扁平な細長い形態で、側縁の片側が鋭角な内反りを呈する。礫を素材にしている。

A類　柄の先端に沈線の区画を持つもの。

B類　柄の先端に突出部があるもの。刃部は峰の幅が広く、全体の断面は三角形状で分厚いもの。

C類　柄の先端に沈線の区画や突出部がなく、穿孔を施すもの。

D類　上記分類に当てはまらないもの。

青竜刀形石器（集成図第616図、図版218）

棒状の柄と扁平な半月状の刃部縁が連結した形態で、いわゆる中国の青竜刀の形をした石製品であ

る。弧状部分には浅い溝が形成されてる。礫を素材にしている。

石冠（集成図第619図、図版218）

底面が長方形で長軸の両端が三角形の三角柱体を呈する形態である。礫を素材にしている。頭部の

縦断面が鋭角なものをⅠ類、コの字状のものをⅡ類とする。Ⅰ･Ⅱ類とも横断面の両隅は、鋭いもの

と丸みを持つものがある。礫を素材にしている。

ⅠA類　底面が凸面状を呈するもの。

ⅠB類　底面が平坦なもの。

ⅠC類　底面が凹面状を呈するもの。

ⅡB類　底面が平坦なもの。
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岩偶（集成図第617図、図版219）

礫を偶像化した石器である。礫を素材にしている。

動物形石製品

礫を動物形に象った石器である。礫を素材にしている。

ミニチュア（図版219）

石器の器種を小さく象った石器で、実用には用いない。礫を素材にしている。

第12表　石器･石製品出土点数及び掲載率

遺構内 ST01 ST101 ST202 ST311 ST404 遺構外 総数

種別 出土
点数

掲載
点数

掲載
率
出土
点数

掲載
点数

掲載
率
出土
点数

掲載
点数

掲載
率
出土
点数

掲載
点数

掲載
率
出土
点数

掲載
点数

掲載
率
出土
点数

掲載
点数

掲載
率
出土
点数

掲載
点数

掲載
率

出土
点数

掲載
点数

掲載
率

石鏃 53 51 96% 250 61 24% 365 95 26% 179 59 33% 103 24 23% 46 10 22% 145 45 31% 1141 345 30%
石鏃の未製品 ３ ３ 100% ８ ０ ０% ８ ０ ０% ９ ０ ０% ２ １ 50% － － － ３ ０ ０% 33 ４ 12%
石槍 ２ ２ 100% 10 ４ 40% ３ ２ 67% ２ ２ 100% ３ ３ 100% － － － ９ ９ 100% 29 22 76%
石錐 ８ ８ 100% 64 15 23% 72 31 43% 38 15 39% 28 14 50% 11 ４ 36% 41 17 41% 262 104 40%
石錐の未製品 － － － － － － １ ０ ０% － － － － － － － － － － － － １ ０ ０%
棒状尖頭器 ２ ２ 100% 50 23 46% 63 25 40% 19 ５ 26% 10 ４ 40% ６ ２ 33% 14 11 79% 164 72 44%
棒状尖頭器
の未製品 － － － － － － － － － ２ １ 50% － － － － － － － － － ２ １ 50%

有撮石器 － － － － － － １ １ 100% － － － － － － － － － ２ １ 50% ３ ２ 67%
石匙 54 50 93% 517 63 12% 769 149 19% 440 147 33% 67 ７ 10% 119 18 15% 270 39 14% 2236 473 21%
石匙の未製品 ２ ２ 100% １ ０ ０% － － － － － － － － － － － － － － － ３ ２ 67%
トランシェ様
石器 － － － ４ １ 25% ３ ０ ０% － － － － － － １ ０ ０% ６ ３ 50% 14 ４ 29%

石箆 11 10 91% 14 ３ 21% 19 ８ 42% ９ ５ 56% ７ ２ 29% ８ ４ 50% 42 21 50% 110 53 48%
スクレイパー 143 108 76% 748 87 12% 604 55 ９% 178 20 11% 156 12 ８% 248 19 ８% 483 39 ８% 2560 340 13%
柄付
スクレイパー － － － ９ ５ 56% 17 ７ 41% ５ ２ 40% ２ ０ ０% ８ ３ 38% ８ ０ ０% 49 17 35%

抉入
スクレイパー ２ ２ 100% ５ ３ 60% ２ １ 50% ２ ０ ０% ３ ０ ０% ３ ０ ０% 11 １ ９% 28 ７ 25%

鋸歯縁石器 － － － １ １ 100% １ １ 100% － － － － － － － － － － － － ２ ２ 100%
楔形石器 － － － 27 ２ ７% 14 ２ 14% － － － １ １ 100% ６ ０ ０% ７ ０ ０% 55 ５ ９%
異形石器 ２ ２ 100% ９ ６ 67% ９ ９ 100% ６ ５ 83% － － － ４ ４ 100% ４ ３ 75% 34 29 85%
三脚石器 － － － １ ０ ０% １ １ 100% － － － １ １ 100% １ １ 100% ３ ３ 100% ７ ６ 86%
打製石斧 － － － ５ ４ 80% ５ ４ 80% １ ０ ０% １ ０ ０% １ １ 100% １ １ 100% 14 10 71%
磨製石斧 ９ ９ 100% 65 14 22% 154 31 20% 31 ５ 16% 19 ２ 11% 19 ３ 16% 58 ８ 14% 355 72 20%
磨製石斧の
未製品 － － － ２ ０ ０% － － － － － － － － － － － － － － － ２ ０ ０%

石核 73 15 21% 57 ３ ５% 28 ２ ７% ７ １ 14% 18 １ ６% ８ ０ ０% 44 ３ ７% 235 25 11%
扁平打製石器 15 15 100% ２ １ 50% ４ ０ ０% １ １ 100% ３ ０ ０% － － － 70 ９ 13% 95 26 27%
石錘 － － － ４ ３ 75% ８ ６ 75% － － － － － － － － － 17 ６ 35% 29 15 52%
敲石 44 11 25% 107 11 10% 74 ６ ８% ５ ０ ０% 11 ０ ０% ５ １ 20% 62 ４ ６% 308 33 11%
凹石 47 34 72% 221 ６ ３% 266 13 ５% ３ ０ ０% 15 ０ ０% 12 １ ８% 135 ０ ０% 699 54 ８%
磨石 164 24 15% 114 ４ ４% 117 ５ ４% ２ ０ ０% ７ １ 14% ５ １ 20% 83 ２ ２% 492 37 ８%
石皿 37 31 84% 43 11 26% 124 20 16% ３ １ 33% 17 ２ 12% 15 ６ 40% 63 ５ ８% 302 76 25%
石皿の未製品 － － － － － － １ ０ ０% － － － － － － － － － － － － １ ０ ０%
砥石 １ １ 100% 13 ４ 31% 38 ２ ５% － － － ６ ０ ０% ４ ０ ０% 34 １ ３% 96 ８ ８%
岩板 － － － ２ １ 50% １ ０ ０% － － － － － － － － － ３ ２ 67% ６ ３ 50%
礫器 １ ０ ０% ６ １ 17% ７ ４ 57% １ １ 100% １ ０ ０% １ ０ ０% 21 ３ 14% 38 ９ 24%
線刻礫 １ １ 100% ４ １ 25% ４ ４ 100% － － － － － － １ ０ ０% ９ ５ 56% 19 11 58%
有孔石製品 ９ ９ 100% 14 14 100% 32 27 84% ２ １ 50% ５ ４ 80% ５ ５ 100% ３ ２ 67% 70 62 89%
板状石製品 ５ ４ 80% 20 ９ 45% 14 11 79% ３ ２ 67% ５ ３ 60% ９ ５ 56% 18 ６ 33% 74 40 54%
有溝石製品 １ １ 100% － － － １ １ 100% － － － ２ ２ 100% １ １ 100% － － － ５ ５ 100%
球状石製品 － － － ４ １ 25% ２ １ 50% ７ ２ 29% １ １ 100% １ １ 100% ３ ３ 100% 18 ９ 50%
椀形石製品 １ １ 100% １ １ 100% １ １ 100% － － － － － － １ １ 100% ３ ２ 67% ７ ６ 86%
石棒 ３ ３ 100% ５ ４ 80% 20 18 90% 16 16 100% ３ ２ 67% ３ ２ 67% ９ ８ 89% 59 53 90%
石剣 － － － － － － １ １ 100% １ １ 100% － － － １ １ 100% １ １ 100% ４ ４ 100%
石剣の未製品 － － － － － － ２ ２ 100% － － － － － － － － － １ １ 100% ３ ３ 100%
石刀 １ １ 100% ４ ３ 75% ４ ４ 100% － － － ２ ２ 100% － － － １ １ 100% 12 11 92%
石刀の未製品 － － － － － － １ １ 100% － － － － － － － － － － － － １ １ 100%
青竜刀形石器 － － － １ １ 100% － － － － － － － － － － － － １ １ 100% ２ ２ 100%
石冠 － － － ２ ２ 100% ５ ５ 100% １ １ 100% １ １ 100% － － － ２ １ 50% 11 10 91%
岩偶 － － － － － － １ １ 100% － － － － － － － － － － － － １ １ 100%
動物形石製品 － － － － － － １ １ 100% － － － － － － － － － － － － １ １ 100%
ミニチュア － － － － － － １ １ 100% － － － － － － １ １ 100% － － － ２ ２ 100%
石製品 １ ０ ０% 12 ７ 58% ７ ４ 57% １ ０ ０% １ １ 100% ２ １ 50% ３ １ 33% 27 14 52%
石製品の
未製品 － － － １ ０ ０% １ ０ ０% － － － － － － － － － － － － ２ ０ ０%

器種不明 １ １ 100% 273 ０ ０% 138 ０ ０% 47 ０ ０% 46 ０ ０% 77 ０ ０% 175 ０ ０% 757 １ ０%
総計 696 401 58% 2700 380 14% 3015 563 19% 1021 293 29% 547 91 17% 633 96 15% 1868 268 14% 10480 2092 20%
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３ 土製品
遺構内から21点、捨て場･遺構外からは736点の土製品が出土した。種別ごとの数量は、円盤状土製

品が274点と最も多く、続いて土偶155点、環状土製品103点、鐸形土製品70点、耳飾り58点、垂飾形

土製品14点、分銅形土製品11点、スタンプ形土製品９点である。ほかにキノコ形土製品･球状土製品･

土版･動物形土製品などがそれぞれ少量出土した。出土地点別の出土点数及び掲載率は第13表の通り

である。掲載遺物の詳細は第22～27表に記載した。種別ごとの集成図は第620～630図に掲載した。

なお、ここで記載した点数は、接合したものは複数の捨て場から出土したものでも１点と数え、出土

地点は最も大きい破片に属させた。同一個体でも接合しない場合は、それぞれを１点として計上した。

土偶（集成図第620･621図、第22表、図版220～222）

遺構内４点を含む155点が出土した。形態は立体が多数を占め、板状は破片数11点のみである。実

測可能なものはすべて実測し、掲載した。

板状土偶は後期初頭に典型的に認められる体部が逆三角形を呈するものである。その内１点（371-15）

には腕の表現が認められる。破片数11点のうちST404出土の頭部（502-2）と胸部（504-13）が同一個体と

推定できることから、板状土偶の個体数は10点である。頭部が３点、体部が８点で、全形が残存する

ものはない。体部の残存率はすべて1/2以下と、破損が著しい。出土地点は、ST311を除いた各捨て

場、及び遺構外であり、それぞれ１～３個体と遺跡全体から散出している。

立体の土偶は137点である。頭部･腕部など単独部位のみが残存するものが多く、総数で100点を超

える。立像と屈折像に分類でき、立像は33点、屈折像もしくは屈折像と推定できるものは16点、ほか

は破片のため不明である。

屈折像としたもののうち胴から足が残存しており、明らかに屈折像とわかるものは３点（380- 1、

412-8、416-5）のみである。これらはいずれも10㎝以下の小形の土偶である。ほかは単独部位のみが

残存する。腕を十字に組んでいるものが５点（322-1-（１）ほか･341-1･341-2･371-23･未掲載）、合掌し

ているもの１点（416-6）、腕の形状は不明であるが腕を膝に乗せているもの２点（328-5･412-7）が確認で

きる。なお、腕を十字に組むものは、すべて左腕を立て、右腕を水平に置く。

立体の土偶の大きさは、推定値ではあるが、30㎝前後のもの（大形）、15～20㎝前後のもの（中形）、

10㎝未満（小形）のものに分類できる。大きさが推定できる61点のうち、30㎝前後が７点、15～20㎝

が37点、10㎝未満は17点であり、中形が最も多い。成形技法は317-12を除きすべて中実である。317-12

は上半身は中空、下半身は中実で成形される。

表面に赤色顔料が付着する例は８点あるものの、僅かに確認できる例が大半であり、全面に塗布が

認められる例は343-20と371-16のみである。ほかに黒色付着物が斑状に認められる例が２点（371-16、

422-14）ある。２点とも残存状態が良く、全身に斑状の付着物が認められる。欠損部にアスファルト

が付着する例は13点確認できる。

環状土製品（集成図第622図、第23表、図版223･224）

遺構内出土５点を含む個体数103点が出土した。文様や胎土が酷似するものが２個体存在する例が

４例あることから（341-9と380-11、415-8と416-7、P1027※未掲載と220-7、502-16と502-17）、同一
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個体とみなした破片でも２個体である可能性があるため、個体数は増加する可能性がある。遺構内出

土は全点、捨て場及び遺構外出土は残存状況が良好なものを選出し、46点を掲載した。

形態は環状で、器壁が厚く重量がある。上下端は平坦なものが主流であるが、上端に低い突起が付

くものもある（483-5など）。上下端とも平坦なものは、どちらか一方がより平坦に調整される傾向が

看取できることから、より平坦な側を下と捉えた。調整はすべて内外面ともナデ調整である。外面は

平滑であるが、内面には比較的凹凸が認められる。内面には擦痕などの明確な使用痕は認められない。

平面形態は、円形と楕円形の２種類があり、円形56点、楕円形８点、不明25点である。楕円形のも

の（341-10など）は、長軸方向に縦位の隆線が施され、隆線上には刻み列もしくは刺突列が施される。

文様は沈線文で、表裏面に同じ文様が描かれる。無文のものはない。円形のものは、無文が９点、有

文が47点である。文様は平行沈線で描かれ、縄文が充填されるもの（485-9など）もある。文様モチー

フは連続する波状文、連続する巴文、楕円形文、三角形文などである。刺突が施されるもの（380-11

など）もある。文様単位は２～７単位で、３、４単位が最も多い。ほかに上下端に刺突列を施すもの

（333-7など）も３点認められる。

赤色付着物が確認できる例は認められないが、斑状の黒色付着物が全面に付着する例が１点（485-10）

認められる。時期は文様要素から、Ⅳ２期（後期前葉）に限定的に作られたものと考えられる。

耳飾り（集成図第624図、第25表、図版225）

耳飾りは遺構内出土２点を含む58点が出土した。形態は耳栓が46点、環状を呈するものが12点であ

る。耳栓は各捨て場とも半数前後、環状は残存状況の良いものを掲載した。

耳栓は径10～20㎜の鼓形で、表裏はほぼ同じ大きさである。15㎜前後が最も多い。形態は規格性が

強いが、398-20は中心が突起し、特異な形状を呈する。全体の75％（31点）には赤彩が施される。中心

孔があるものは23点である。出土地点はST01が11点、ST101が21点、ST202が１点、ST311が７点、

遺構外出土が３点で、ST404からは出土していない。

環状は径８㎝前後で外径の中央が括れるものである。残存状況が良いものは３点で、ほかは残存率

1/2以下である。赤彩が施されるものは１点である。出土地点はST01が６点、ST202が２点、ST01

に続く北側斜面が３点である。

鐸形土製品（集成図第623図、第24表、図版225･226）

鐸形土製品は遺構内出土１点を合わせて70点が出土した。そのうち残存状態が良いものを掲載した。

断面の形状は円形･楕円形･隅丸三角形の３種類がある。円形が44点と最も多く、楕円形が15点、隅

丸三角形は３点である。また、つまみ部の形状は、独立したつまみが作り出されるもので、上端が平

坦もしくは二股に分かれるもの（Ⅰ）、独立したつまみが作り出されるもので、上端が円錐状のもの（Ⅱ）

つまみは独立せず、つまみが胴部と一体となっているもの（Ⅲ）、の３種類に分類が可能である。Ⅰは

９点、Ⅱは25点、Ⅲは21点である。つまみにはほとんどに穿孔が施されるが、Ⅱタイプでは１点、Ⅲ

タイプでは３点、穿孔が施されないものがある。

文様は無文が23点、縄文が１点、有文が46点である。無文のものはすべてナデ調整である。無文の

ものは断面は円形がほとんどで、１点のみ楕円形である。縄文が施されるものは断面楕円形である。
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文様は沈線で描かれ、沈線間に刺突列が施されるものもある。断面形状が楕円形もしくは隅丸三角形

のものは、それぞれの頂点にあたる側面に鰭状の貼付隆線が施される。文様モチーフは、巴文･渦文･

蛇行文などで、連続する波状文は認められない。文様単位は断面が楕円形のものは２単位、隅丸三角

形のものは３単位と器形に規制される。断面が円形のものは２～５単位の文様が施文される。外面に

赤色顔料が付着するものが、ST101から２点出土している。内面には全体の約８割（44点）に、煤状の

黒色付着物が認められる。使用時の痕跡の可能性が考えられる。

時期は文様から、Ⅳ２（後期前葉）に限定的に作られたものと考えられる。環状土製品とほぼ同時期

であり、鰭状貼付隆線が施されるなど器形や文様に関連性が窺われる。しかしその一方で、環状土製

品に多く施される連続する波状文がないことや、鐸形土製品に一定量ある沈線間の刺突列が環状土製

品には施されないなど、差異も認められる。

スタンプ形土製品（集成図第624図、第27表、図版227）

粘土板につまみを付けた形状である。９点が出土し、８点を掲載した。ここでは本土製品をスタン

プとして使用した場合に印面にあたる部分について、便宜的に「印面」と呼称するが、本土製品の機

能を示すものではない。

粘土板の形状は円形、楕円形のほかにS字状を呈するものが１点（343-25）ある。粘土板の大きさは、

円形では径２㎝前後、楕円形やS字状では短軸２㎝程度の小形が主体であるが、短軸が４㎝以上の大

形のものも２点（372-10、399-5）認められる。小形と大形ではつまみ部分の形状が大きく異なる。小

形のつまみ部分は、粘土塊を貼り付けるか、粘土板と一体で作り出され、１点（343-25）を除き穿孔が

施される。一方、大形では粘土紐を橋状に貼り付けて作出される。印面には、沈線で文様が描かれる。

小形の中には刺突が施されるもの（341-13）もある。スタンプ状に使用した場合の磨滅痕などは認めら

れない。出土地点はST01から２点、ST101が６点、ST202が１点である。大形は２点ともST101から

出土した。

分銅形土製品（集成図第624図、第27表、図版227）

瓢箪状を呈するものである。11点が出土し、すべて掲載した。つまみ部分は円柱状もしくは楕円柱

状である。無文や縄文のほかに、沈線文で文様が描かれるものがあり、上端が二股に分かれるなど装

飾性の強いものも認められる。また、穿孔が施される例は８点ある。下部は球状もしくは扁平面を下

にした半球状で、無文もしくは縄文が施されるのみである。下面にはすべて磨滅痕、もしくは敲打痕

が認められる。また、つまみ部分にも磨滅が認められるものがあることから、つまみ部を持って磨っ

たり敲いたりする使用状況が復元できる。なお、下面が球状を呈するものでも、自立可能な安定面が

あることから、使用時に面が形成されるような力が加わったと考えられる。時期は、羽状縄文が施さ

れる例が一定数あることから、後期中葉～後葉と考えられる。出土地点はST01が３点、ST101が６点、

ST202に隣接するグリッドが１点である。ST311とST404からは出土していないが、これは両捨て場

の主体時期が後期前葉であることに起因すると推定される。
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キノコ形土製品（集成図第624図、第27表、図版226～228）

７点が出土し、すべて掲載した。粗雑な成形のものが多く、調整はすべてナデ調整である。傘の部

分は扁平な円形が多く、内湾するものは１点のみである。また、軸部分が残存するものについてはす

べて直線である。軸の中心に貫通しない空隙をもつものが１点（324-12）あり、成形時に串状の軸を用

いていた可能性も考えられる。出土地点はST01が１点、ST101が２点、ST311が２点、ST404が２点

である。資料数が少ないため一概には言えないが、ST311とST404で過半数を占めることは、ほかの

土製品にはない特徴であり、キノコ形土製品が廃棄された時期と両捨て場の機能時期が合致した結果

と考えられる。

垂飾形土製品（集成図第626図、第27表、図版225･227･228）

ペンダント状に使用することが可能な14点を垂飾形土製品とし、全点を掲載した。形状は様々であ

るなかで、類似する法量、文様のものが４点（380-23、403-14、433-13、485-14）出土した。いずれも

赤色顔料が施される。また、ST404からは酷似する２点の遺物（503-8、503-9）が同じ出土地点から見

つかっている。精巧に作られており、一般的な形状でないことを考え合わせると、製作から廃棄まで

セットで扱われていた可能性が考えられる。そのほかに鏃状、渦巻き状、ヒトデ状、鍬状などの形状

がある。

腕輪形土製品（集成図第626図、第27表、図版228）

５点出土したが、いずれも残存状況が悪く、残存率はいずれも1/4以下である。２点を掲載した。

沈線で文様が描かれるものが２点、無文が２点、縄文が１点である。赤色顔料が塗布される例は認め

られない。

土版（集成図第626図、第27表、図版227･228）

４点が出土し、全点を掲載した。大きさはいずれも４㎝程度である。円形が３点（343-26、380-20、

398-21）、三角形が１点（504-11）である。円形土版のうち２点（343-26、380-20）は粘土紐を渦状に巻

いたもので、成形は粗雑である。１点（398- 21）は円形の粘土板の表裏面に渦状の沈線を施す。

ST01とST101から出土した。三角形土版は、調整はナデ調整であるが、成形は精緻である。表面に

刺突で文様が描かれ、裏面は平滑である。ST404から出土した。

球状土製品（集成図第626図、第27表、図版228）

４点が出土し、全点を掲載した。大きさは２～４㎝である。いずれも表面が平滑に仕上げられてい

る。２点（382-18、466-8）には穿孔が施される。

動物形土製品（集成図第624図、第27表、巻頭図版12）

ST404から１点が出土し、掲載した。胴部は中空、足部は中実で成形される。４つ足で、胴部は比

較的扁平である。腹部には粘土塊が３か所に貼り付けられており、乳房と臍を表したものと考えられ

る。顔部と足部３か所は欠損し、胴部も破損が著しい。胴部には沈線と充填のLR縄文で文様が施さ
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れ、縄文が施されない部分は丁寧にミガキ調整が施されている。形態は抽象的であるが、乳房の表現

が２か所であることから熊の可能性が高い。

錘状土製品（集成図第626図、第27表、図版228）

５点出土し、全点掲載した。いずれも側縁に沈線状の溝を持ち、２点（372-13、380-21）は短軸方向

にも溝が施される。短軸方向の溝を持たない１点（400-11）は、短軸方向に穿孔が施される。調整はい

ずれもナデ調整で、器面は平滑である。遺構内２点、ST101から３点出土した。

焼成粘土塊（集成図第626図、第27表）

出土点数は極めて少なく２点のみ出土し、ともに掲載した。大きさは４㎝前後で、ST01とST101か

ら出土した。

円盤状土製品（集成図第625図、第26表、図版229）

278点が出土した。土器片を成形して作られている。形状は円形である。やや楕円形を呈するもの

も認められるが、明確に楕円形を意図したと考えられるものは確認できない。使用される部位は胴部

が主体であるが、底部が使用されたものが10点前後、口縁部が使用されたものが５点程度見受けられ

る。周辺は、全周を丹念に磨いたもの17点、ほぼ全周磨いたもの29点、一部磨いたもの72点、打ち欠

いただけのもの153点である。沈線など文様のあるものもあるが、縄文のみが81点であり、有文のも

のに有意性はない。法量は径24～45㎜、重さは３～19gの範囲でまとまる。最も小さいものは径18㎜

重さ２g、最大のものは径90㎜、重さ80gである。

その他の土製品（集成図第626図、第27表、図版228）

上記以外にも定型的でないが、形状が明瞭な土製品が20点出土している。巻貝形土製品と三角形土

製品を除き、全点掲載した。

311-6と408-9は高さ２㎝前後の土製品で、植木鉢を逆さにしたような形状を呈する。無文でナデ調

整が施されるが、器面は平滑である。１点（398-22）は上面に、もう１点（311-6）は側面に穿孔が施さ

れる。垂飾として使用された可能性も考えられる。413-8と435-22は棒状の土製品である。無文でナ

デ調整が施されるが、器面は平滑である。どちらも長軸方向に穿孔が施されることから、垂飾として

使用された可能性も考えられる。305-21、390-11、398-23は傘状の土製品である。305-21と398-23

は尖底土器の底部の可能性もあるが、胎土や調整から後期に属すると判断し、土製品とした。端部は

いずれも同様に欠損し、３点とも同形態を呈する。325-1は皿状の土製品である。４本の足が貼り付

けられていたと復元できることから、動物を模した可能性が考えられる。372-11は鼻状、513-29は獣

足状を呈するものである。香炉の把手の可能性もある。483-10は成形は粗雑であるが、形状から巻貝

を模した可能性も考えられる。

巻貝形土製品は２点出土している。どちらも小片であるが、径が円ではなく、渦状であることから

巻貝形土製品と推定した。三角形土製品も２点出土した。土器片を打ち欠いて成形したものである。
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４　漆･アスファルト関連遺物
本遺跡からは、漆やアスファルトに関連する多種多様な遺物が出土した。製品としては赤色塗彩が

施された土器･土製品のほかに、編組製品や糸玉がある。製作工程に関連する遺物としては、漆液容

器･アスファルト容器･ベンガラ容器･ベンガラ素材礫･アスファルト塊が出土した。

編組製品（第423･550･551図、巻頭図版16）

ST101捨て場の286層から２点出土した。後述する糸玉と同一層位である。

423-1は発掘調査段階で赤漆膜の広がりが確認できたため、約50㎝四方を10㎝程度の厚みで土ごと

切り取り、（株）吉田生物研究所に保存処理を委託した。赤漆膜は約33㎝四方の範囲に広がる。胎は残

存していないが、漆膜の凹凸により部分的に繊維の状態が確認できる。繊維は幅約1㎜の扁平状で５

本１組で用いられる。斜めに交差する１組越え１組潜り１組送りだが、部分的に不整に編み込まれる

繊維が認められる。

551-№2は約6.0㎝×3.5㎝の略方形で、表面は赤漆膜が残存し、裏面は繊維が露出する。残存部分は

一部であることから、全体の形状は復元できない。このためここでは長軸方向を横、短軸方向を縦と

便宜的に呼ぶ。縦方向の繊維は断面方形で幅約2.5㎜、横方向の繊維は幅約0.5㎜である。構造は表面

側に横方向に並べた繊維の下に縦方向の繊維を並べ、細い糸状の繊維で縦横の繊維を止める構造であ

る。編まれていないことが特徴である。

糸玉（第423･550～555図、巻頭図版16）

ST101捨て場の286層から集中して出土した。発掘調査段階で、繊維状の赤漆膜が検出されたため、

まとまりごとに６ブロックにわけて土ごと切り取り、（株）吉田生物研究所にクリーニングと保存処理

を委託した。クリーニングの結果、554-№8-１など土塊の中から新たに検出されたものも含め、出土

数の合計は10点である。なお、保存処理した土塊の中にさらに複数の糸玉が含まれている可能性もあ

第13表　土製品出土点数及び掲載率

遺構内 ST01 ST101 ST202 ST311 ST404 遺構外 総数

種別 出土
点数

掲載
点数

掲載
率

出土
点数

掲載
点数

掲載
率

出土
点数

掲載
点数

掲載
率

出土
点数

掲載
点数

掲載
率

出土
点数

掲載
点数

掲載
率

出土
点数

掲載
点数

掲載
率

出土
点数

掲載
点数

掲載
率

出土
点数

掲載
点数

掲載
率

土偶 ４ ４ 100% 40 34 85% 51 47 92% ８ ７ 88% ７ ７ 100% 23 23 100% 22 18 82% 155 140 90%
環状 ５ ５ 100% 10 8 80% 46 18 38% ４ ０ ０% 12 ８ 67% 21 10 48% ５ ２ 40% 103 51 50%
耳飾り ２ ２ 100% 19 13 68% 21 10 48% ３ ２ 67% ７ ４ 57% － － － ６ ３ 50% 58 34 59%
鐸形 １ １ 100% 13 11 85% 28 25 89% ３ ０ ０% 13 10 77% 10 ７ 70% ２ １ 50% 70 55 79%
スタンプ形 － － － ２ ２ 100% ６ ５ 83% １ １ 100% － － － － － － － － － ９ ８ 89%
分銅形 － － － ４ ４ 100% ６ ６ 100% － － － － － － － － － １ １ 100% 11 11 100%
キノコ形 － － － １ １ 100% ２ ２ 100% － － － ２ ２ 100% ２ ２ 100% － － － ７ ７ 100%
垂飾形 １ １ 100% １ １ 100% ６ ６ 100% － － － ２ ２ 100% ３ ３ 100% １ １ 100% 14 14 100%
腕輪形 － － － ２ １ 50% － － － － － － － － － １ ０ 0% ２ １ 50% ５ ２ 40%
土版 － － － １ １ 100% ２ ２ 100% － － － － － － １ １ 100% － － － ４ ４ 100%
球状 － － － － － － ３ ３ 100% １ １ 100% － － － － － － － － － ４ ４ 100%
動物形 － － － － － － － － － － － － － － － １ １ 100% － － － １ １ 100%
錘状 ２ ２ 100% － － － ３ ３ 100% － － － － － － － － － － － － ５ ５ 100%
焼成粘土塊 － － － １ １ 100% １ １ 100% － － － － － － － － － － － － ２ ２ 100%
三角形 － － － － － － １ ０ ０% － － － １ ０ ０% － － － － － － ２ ０ ０%
巻貝形 － － － １ ０ ０% － － － １ ０ ０% － － － － － － － － － ２ ０ ０%
土製品 ３ ３ 100% ８ ４ 50% ９ ８ 89% ６ ２ 33% １ １ 100% － － － ２ ２ 100% 30 21 70%
円盤状 ４ ４ 100% 59 12 20% 119 21 18% 25 ０ ０% 12 ３ 25% 39 ８ 21% 20 ７ 35% 278 55 20%
総計 22 22 100% 103 81 79% 186 136 73% 27 13 48% 45 34 76% 62 47 62 41 29 71% 760 413 54%



－361（361）－

第５節　出土遺物

る。

形状は、10点のうち１点（554-№8-１）は放射状に糸を巻き付け、ドーナツ形に整形する。ほかの

９点は残存状態が悪いため詳細な形状は定かではないが、複数本の糸を束ねて結んだものと推定され

る。糸玉の大きさはいずれも１㎝前後である。繊維が残存する例はなく、繊維に塗布された赤漆膜が

残存するのみである。糸の太さは１㎜以下である。赤漆膜が糸状であることから、細い糸状の繊維に

赤漆を塗布し、乾燥する前に整形したものと考えられる。

糸玉が出土した286層は捨て場斜面下の低湿地に堆積する。286層は斜面に廃棄された遺物や土砂が

流出し、斜面下の低湿地に堆積した二次堆積層と捉えられる。このことから、出土した糸玉は斜面下

の低湿地に流出した一部の糸玉が残存したものと考えられ、本来はさらに多くの糸玉が廃棄されたも

のと推定される。

漆液容器･アスファルト容器（集成図第627･628図、第21表、巻頭図版14･15、図版230～232）

遺跡からは内面に膜状や塊状の付着物が付いた土器が122点出土した。出土地点は遺構内から５点、

捨て場･遺構外から117点である。遺構内出土の５点はいずれも破片資料である。捨て場･遺構外出土

資料は、約70点は比較的残存状況がよく、約50点は破片資料である。

土器の内面に付着する膜状や塊状の付着物の成分としては、現時点では漆とアスファルトが知られ

ている。ここではこれらの付着物を、以下の通りの基準で漆とアスファルトに分別した。

まず124点の資料のうち72点は、奈良文化財研究所にてフーリエ変換赤外分光分析を行い、漆を同

定した。しかしアスファルトについては同分析では確定できないことから、アスファルトと推定され

たもののうち４点について、さらにPy－GC/MS分析を行いアスファルトであることを確定させた（第

５章第10節）。これらの科学分析で同定された資料を基準とし、肉眼で漆とアスファルトの可視的な

特徴を観察した結果、漆は表面が膜状を呈し、アスファルトは膜状ではないという特徴が認められた。

科学分析を行わなかった68点についてはこの特徴により、肉眼観察で漆とアスファルトを分別した。

また、科学分析の結果、漆とアスファルトの成分が混在する資料が認められているが、これついては

漆とアスファルトの両方の特徴を兼ね備えるものとし、肉眼観察を行った。この結果、漆液容器75点、

アスファルト容器39点、漆液とアスファルトが混入する容器が８点認められた。

個々の遺物の詳細な状態は第21表に記載した。ページ数の都合により実測図や写真を掲載できなか

ったものについても、概要を第21表に掲載した。

ベンガラ容器（集成図第628図、巻頭図版14）

内側に赤色顔料が付着する土器をベンガラ容器と推定した。ベンガラ容器と考えられる土器は、遺

構内から３点（210-28、221-23、231-28）、捨て場･遺構外から６点（333-2、398-17、339-13、421-8、

431-4、468-16）が出土した。遺構内出土の３点はいずれも破片資料である。398-17はベンガラが入っ

た状態で出土した（図版171）。

アスファルト塊

16点、229gが出土した。出土地点ごとの点数はST01で５点、ST101で５点、ST202で１点、ST404
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で１点、遺構外で４点である。大きさは最大で子供の拳大程度である。土器や布袋などの容器の痕跡

は認められないことから、塊状で廃棄されたものと考えられる。出土状況には、集中して出土するな

どの特別な要素は認められなかった。なお実測図などは掲載していない。

ベンガラ素材礫（巻頭図版14）

遺構内ではSK10152から15点、約６㎏が出土した。土坑内に充填されるように出土していることか

ら、貯蔵されたものと推定される。捨て場･遺構外からは905点、46.12㎏が出土した。各地点ごとの

出土重量はST01が4.5㎏、ST101が5.2㎏、ST311が0.02㎏、遺構外が36.4㎏である。なお、出土したす

べてのベンガラ素材礫を計量することができなかったため、この値は最小値である。出土状況には、

集中して出土するなどの特別な要素は認められなかった。

５　陶磁器（第82表）
陶器が172点、磁器が104点出土し、柱穴様ピットから出土した残存状況のよい３点（297-32･33･34）を

掲載した。その他の陶磁器類については、一覧表を第82表に掲載した。時期は16世紀末～19世紀にか

けてで、なかでも16世紀末～17世紀前半にまとまった出土量が認められる。特に高位面南西付近から

の出土量が多い。陶器は、産地では各時期とも肥前産が圧倒的に多いものの、大窯期の瀬戸美濃産も

若干量認められる。器種は、碗や皿などの食膳具のほかに、貯蔵具が認められる。調理具は出土して

いない。磁器は肥前産が多数を占めるが、舶載と思われる磁器片も若干出土している。瀬戸産の磁器

は１点のみ出土した。

６　金属製品･金属関連製品
鉄製品･銭貨･羽口･鉄滓･坩堝が出土した。羽口･鉄滓･坩堝はST202から、鉄製品と銭貨は遺跡全域

から出土した。掲載したものは鉄製品（釘）１点と坩堝１点のみである。

鉄製品は、SN107炉跡及びST202から釘がそれぞれ１点出土しているほか、形状をとどめない鉄製

品が約31点出土した。釘は形状から中近世と所産と考えられる。SN107炉跡出土の釘（297-30）を掲載

した。形状をとどめない鉄製品はいずれも盛土や表土層付近で出土したことから、近現代まで下る可

能性もある。

銭貨は17点出土した。寛永通寳７点、元豊通寳１点、元符通寳１点、至道元寳１点、皇宋通寳１点、

判読不明６点である。羽口は６点、鉄滓は63点（1,795g）、坩堝は１点出土した。坩堝の付着金属は鉄

である可能性が高いことが指摘されている（第５章第11節）。

７　木材　
SA1171柱列跡で、柱と推定される木材が12点出土した。残存状態が悪いため、樹種は切片の観察

により同定を行った４点以外は不明である（第５章第１節参照）。木材は幅約25～40㎝の円形断面で、

基部は粗く加工され尖る。
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第�分冊 遺構図・遺構内出土遺物図篇

本 文 目 次

凡例‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥� 挿図目次 ‥‥‥‥‥�～� 表目次 ‥‥‥‥‥‥‥‥�

挿 図 目 次
第１９図 遺構配置図区割図‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�（３６３）
第２０図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�（３６４）
第２１図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�（３６５）
第２２図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�（３６６）
第２３図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�（３６７）
第２４図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�（３６８）
第２５図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�（３６９）
第２６図 遺構配置図分割図	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥	（３７０）
第２７図 遺構配置図分割図
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
（３７１）
第２８図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０（３７２）
第２９図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１（３７３）
第３０図 遺構配置図分割図
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２（３７４）
第３１図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１３（３７５）
第３２図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１４（３７６）
第３３図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１５（３７７）
第３４図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１６（３７８）
第３５図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７（３７９）
第３６図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１８（３８０）
第３７図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９（３８１）
第３８図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２０（３８２）
第３９図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２１（３８３）
第４０図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２２（３８４）
第４１図 遺構配置図分割図�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２３（３８５）
第４２図 縄文（前期）遺構図� ＳＩ１０００４竪穴住居跡‥‥‥２４（３８６）
第４３図 縄文（前期）遺構図� ＳＩ１０１０６竪穴住居跡‥‥‥２５（３８７）
第４４図 縄文（前期）遺構図�

ＳＫ４６５・４６６・４９４・６２２・１０１２９・１０１３１土坑 ‥‥‥‥‥２６（３８８）
第４５図 縄文（前期）遺構図� ＳＫ１０１４１・１０１５３土坑、

ＳＫＦ０２・０４フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２７（３８９）
第４６図 縄文（前期）遺構図�

ＳＫＦ０５フラスコ状土坑、ＳＱ２７７集石遺構、

ＳＲＮ４２５・４５３土器埋設炉、ＳＮ１００２６焼土遺構‥‥‥２８（３９０）
第４７図 縄文（中期）遺構図� ＳＩ１２９竪穴住居跡‥‥‥‥２９（３９１）
第４８図 縄文（中期）遺構図�

ＳＩ２１１・３０６・５２４竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３０（３９２）
第４９図 縄文（中期）遺構図�

ＳＩ５３１・１０２６竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３１（３９３）
第５０図 縄文（中期）遺構図� ＳＩ１００１１竪穴住居跡‥‥‥３２（３９４）
第５１図 縄文（中期）遺構図�

ＳＩ１００４７竪穴住居跡、ＳＫ１１・６７７土坑 ‥‥‥‥‥‥３３（３９５）
第５２図 縄文（中期）遺構図� ＳＫＴ８５８陥し穴、

ＳＲＮ９０３土器埋設炉、ＳＮ１０９６焼土遺構 ‥‥‥‥‥３４（３９６）
第５３図 縄文（後期）遺構図�

ＳＩ１７１・１９５・２０５・２２６竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥３５（３９７）
第５４図 縄文（後期）遺構図�

ＳＩ１６８・１６９・１７０・１９６・２０４・３１２竪穴住居跡 ‥‥‥‥３６（３９８）
第５５図 縄文（後期）遺構図�

ＳＩ１６８・１６９・１７０・１９６・２０４・３１２竪穴住居跡 ‥‥‥‥３７（３９９）

第５６図 縄文（後期）遺構図�
ＳＩ２６３・２７８・３１３・３３３竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥３８（４００）

第５７図 縄文（後期）遺構図� ＳＩ３２６竪穴住居跡‥‥‥‥３９（４０１）
第５８図 縄文（後期）遺構図� ＳＩ３３１竪穴住居跡‥‥‥‥４０（４０２）
第５９図 縄文（後期）遺構図� ＳＩ３３２竪穴住居跡‥‥‥‥４１（４０３）
第６０図 縄文（後期）遺構図	

ＳＩ３３５・３５３・４８５竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４２（４０４）
第６１図 縄文（後期）遺構図
 ＳＩ４０３竪穴住居跡‥‥‥‥４３（４０５）
第６２図 縄文（後期）遺構図１０

ＳＩ９０６・１０００６竪穴住居跡、ＳＮ１０００５焼土遺構‥‥‥４４（４０６）
第６３図 縄文（後期）遺構図１１

ＳＩ９７５・１００１３・１００９１竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥４５（４０７）
第６４図 縄文（後期）遺構図１２

ＳＢ９１８・９２１・９２５掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥４６（４０８）
第６５図 縄文（後期）遺構図１３

ＳＢ９２２・９２３・９２７掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥４７（４０９）
第６６図 縄文（後期）遺構図１４

ＳＢ９２４・９２６・９２９・９３０掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥４８（４１０）
第６７図 縄文（後期）遺構図１５

ＳＢ９２８・９３１・９３２掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥４９（４１１）
第６８図 縄文（後期）遺構図１６

ＳＢ９３３・９３７・９３８・９３９・９４０掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥５０（４１２）
第６９図 縄文（後期）遺構図１７

ＳＢ９４１・９４２・９４３・９４４掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥５１（４１３）
第７０図 縄文（後期）遺構図１８

ＳＢ９４５・９４６・９４８・９４９・９５０掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥５２（４１４）
第７１図 縄文（後期）遺構図１９

ＳＢ９４７・９７２・１０１６掘立柱建物跡‥‥‥‥‥‥‥‥‥５３（４１５）
第７２図 縄文（後期）遺構図２０

ＳＢ１００６・１００７・１０１７・１０１８掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥５４（４１６）
第７３図 縄文（後期）遺構図２１

ＳＢ１０１９・１０２７・１０３６・１０３７・１０４０掘立柱建物跡‥‥‥５５（４１７）
第７４図 縄文（後期）遺構図２２

ＳＢ１０４２・１０４５・１０４９・１０５１掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥５６（４１８）
第７５図 縄文（後期）遺構図２３

ＳＢ１０５４・１０６０・１１０５・１１０６掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥５７（４１９）
第７６図 縄文（後期）遺構図２４

ＳＢ１１０７・１１０８・１１０９掘立柱建物跡‥‥‥‥‥‥‥‥５８（４２０）
第７７図 縄文（後期）遺構図２５

ＳＢ１１１０・１１１１・１１１２・１１１３・１１１４掘立柱建物跡‥‥‥５９（４２１）
第７８図 縄文（後期）遺構図２６ＳＢ１１１５・１１１６・１１１７・１１１８・

１１１９・１１２０掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６０（４２２）
第７９図 縄文（後期）遺構図２７

ＳＢ１１２１・１１２２・１１２３・１１２４・１１２５掘立柱建物跡‥‥‥６１（４２３）
第８０図 縄文（後期）遺構図２８

ＳＢ１１２６・１１２７・１１２８・１１２９掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥６２（４２４）
第８１図 縄文（後期）遺構図２９ＳＢ１１３０・１１３１・１１３３・１１３４・

１１３６・１１３７掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６３（４２５）
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第８２図 縄文（後期）遺構図３０ＳＢ１１３８・１１３９・１１４０・１１４１・
１１４２・１１４３掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６４（４２６）

第８３図 縄文（後期）遺構図３１ＳＢ１１４４・１１４５・１１４６・１１４７・
１１４８・１１４９・１１５０・１１５１掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥６５（４２７）

第８４図 縄文（後期）遺構図３２ＳＢ１１５５・１１５６・１１５７・１１５８・
１１５９・１１６０・１１６１掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥６６（４２８）

第８５図 縄文（後期）遺構図３３ＳＢ１１６２・１１６３・１１６４・１１６５・
１１６６・１１６７・１１６８掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥６７（４２９）

第８６図 縄文（後期）遺構図３４
ＳＫ１２・１０２・１１５・１２０・１２６・１２７土坑‥‥‥‥‥‥‥‥６８（４３０）

第８７図 縄文（後期）遺構図３５
ＳＫ１３１・１３２・１３４・１３５・１３６・１４０・１４１・１４３土坑 ‥‥‥６９（４３１）

第８８図 縄文（後期）遺構図３６ＳＫ１４４・１４５・１５０・１５２・１５５・
１５７・１６１・５１３土坑、ＳＫＦ１１７０フラスコ状土坑 ‥‥７０（４３２）

第８９図 縄文（後期）遺構図３７
ＳＫ１５８・１５９・５７５・５７６・５７７・５７８土坑 ‥‥‥‥‥‥‥７１（４３３）

第９０図 縄文（後期）遺構図３８ＳＫ１７３・１７５・１７６・１７７・１８３・
５１９土坑、ＳＫＦ１８４フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥‥７２（４３４）

第９１図 縄文（後期）遺構図３９ＳＫ１８７・１９０・１９１・１９２・１９７・
４３４・４３６・４７１・１１６９土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７３（４３５）

第９２図 縄文（後期）遺構図４０
ＳＫ２０６・２０７・２２９・２３０・２３４・２３７・２３８・４６７・６０９土坑、

ＳＫＦ５９４フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７４（４３６）
第９３図 縄文（後期）遺構図４１

ＳＫ２４６・２６０・３２５・３４７・３４８・３５６・７３３・８７５土坑 ‥‥‥７５（４３７）
第９４図 縄文（後期）遺構図４２

ＳＫ２６１・３５２・３５７・７８６・７８９・８２６土坑 ‥‥‥‥‥‥‥７６（４３８）
第９５図 縄文（後期）遺構図４３ＳＫ３３６・３３８・３３９・３４３・３８２土坑、

ＳＫＦ３３７フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７７（４３９）
第９６図 縄文（後期）遺構図４４

ＳＫ３５８・３５９・３６１・３６２・３６３・３６４・３６５・３６８・３６９土坑 ‥７８（４４０）
第９７図 縄文（後期）遺構図４５

ＳＫ３７０・３７２・３７３・３７４・３７６・４２６・６６６土坑 ‥‥‥‥‥７９（４４１）
第９８図 縄文（後期）遺構図４６

ＳＫ３８０・３８９・３９２・３９４・３９５・３９６・４１７・４１８・４３３土坑 ‥８０（４４２）
第９９図 縄文（後期）遺構図４７

ＳＫ４３１・４３２・４３７・４３８・４４５土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥８１（４４３）
第１００図 縄文（後期）遺構図４８ＳＫ４３９・４４０・４４１・４４２・４４４・

４４９・４５０・４５６土坑、ＳＫＦ３７７フラスコ状土坑 ‥‥８２（４４４）
第１０１図 縄文（後期）遺構図４９

ＳＫ４５８・４５９・４６０・４６９・４７２土坑、ＳＫＦ４５７フラスコ状土坑、

ＳＫＱ３６７配石土坑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８３（４４５）
第１０２図 縄文（後期）遺構図５０

ＳＫ４７６・４８４・４８６・４８７・４９１・４９７・５００・５０７・５０９土坑‥８４（４４６）
第１０３図 縄文（後期）遺構図５１ＳＫ４７７・４７８・５１０・５２０・５２５・

５８０・６５３・７２６土坑、ＳＫＦ４８９フラスコ状土坑 ‥‥８５（４４７）
第１０４図 縄文（後期）遺構図５２ＳＫ５１６・５１７・５２３・５２８・５３０・

５３３・５３４・５３８土坑、ＳＫＦ５１５フラスコ状土坑 ‥‥８６（４４８）
第１０５図 縄文（後期）遺構図５３

ＳＫ５３６・５４１・５４３・５４４・５４５・６３７・６３８・９１０土坑‥‥‥８７（４４９）
第１０６図 縄文（後期）遺構図５４

ＳＫ５４８・５５６・５６２・５６４・５６５・５６６・５７１・５８４土坑、

ＳＫＦ２４１フラスコ状土坑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８８（４５０）
第１０７図 縄文（後期）遺構図５５

ＳＫ５７４・５７９・５８３・５８５・５８６・５８７・５９１土坑‥‥‥‥‥８９（４５１）
第１０８図 縄文（後期）遺構図５６ＳＫ５８８・６００・６０２・６０３・６０５・

６０６・６０８土坑、ＳＫＱ２８７配石土坑 ‥‥‥‥‥‥‥９０（４５２）
第１０９図 縄文（後期）遺構図５７ＳＫ６１１・６１２・６１３・６１４・６１８・

６２１・６２３・６２７・７９１・７９２・７９３土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥９１（４５３）

第１１０図 縄文（後期）遺構図５８
ＳＫ６２６・６２９・６３１・６３２・６３３・６３４・６３５・６３９土坑‥‥‥９２（４５４）

第１１１図 縄文（後期）遺構図５９
ＳＫ６４０・６４１・６４４・６４７・６４８・６７６・７１７土坑‥‥‥‥‥９３（４５５）

第１１２図 縄文（後期）遺構図６０
ＳＫ６４９・６５１・６５６・６５７・６５８・６５９・６６８・７４４・８３７土坑、

ＳＫＦ６６０フラスコ状土坑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９４（４５６）
第１１３図 縄文（後期）遺構図６１ＳＫ６６１・６６２・６６７・６７１・６７４・

６８６・６８８・６９０・７４０・７４１・８６１土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥９５（４５７）
第１１４図 縄文（後期）遺構図６２

ＳＫ６９３・７００・７０１・７０２・７０３・７０４・７０５・７０９・１０８４土坑、

ＳＫＦ７９５フラスコ状土坑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９６（４５８）
第１１５図 縄文（後期）遺構図６３ＳＫ７０６・７１０・７１２・７１６・７１８・

７２９・７３０・７３４・１０８７土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９７（４５９）
第１１６図 縄文（後期）遺構図６４

ＳＫ７３７・７３９・７４３・７４５・７４６・７４７・７４８・８０５土坑‥‥‥９８（４６０）
第１１７図 縄文（後期）遺構図６５ＳＫ７４９・７５３・７５６・７５８・７５９・

７６０・７９４・１０８０土坑、ＳＫＱ３１４・７５７配石土坑‥‥‥９９（４６１）
第１１８図 縄文（後期）遺構図６６ＳＫ７６６・７６７・７６８・７７３・７７４・

７７７・７７８・７８２・７８５土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１００（４６２）
第１１９図 縄文（後期）遺構図６７ＳＫ７９６・７９９・８１３・８１４・８２３・

８２５・８３１・８３４・８３８土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０１（４６３）
第１２０図 縄文（後期）遺構図６８ＳＫ８３６・８３９・８４２・８４４・８５０・

８５１・８５９土坑、ＳＫＦ７７７０フラスコ状土坑 ‥‥‥１０２（４６４）
第１２１図 縄文（後期）遺構図６９

ＳＫ８５５・８６０・８６２・８６９・８７１・８７８・８８６・８９３土坑、

ＳＫＦ１０６７フラスコ状土坑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０３（４６５）
第１２２図 縄文（後期）遺構図７０ＳＫ８９１・８９４・９０５・９０８・９１１・

９５４土坑、ＳＫＦ５６１フラスコ状土坑‥‥‥‥‥‥１０４（４６６）
第１２３図 縄文（後期）遺構図７１

ＳＫ９０７・９１６・９６０・９７１土坑、ＳＫＦ７９０フラスコ状土坑、

ＳＱ２８８・２９８配石遺構、ＳＲ８４６土器埋設遺構 ‥‥１０５（４６７）
第１２４図 縄文（後期）遺構図７２ＳＫ９５３・９５６・９６１・９６２・９６８・

９９７土坑、ＳＫＱ２８９・２９０・９７４配石土坑‥‥‥‥‥１０６（４６８）
第１２５図 縄文（後期）遺構図７３

ＳＫ９６３・９６４・９６５・９６６・９６７・９８５・９９０・９９８土坑、

ＳＫＦ９８６フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０７（４６９）
第１２６図 縄文（後期）遺構図７４

ＳＫ９８３・９８４・９９９・１００２・１０２９・１０３３土坑、ＳＫＦ９７７・

９７８フラスコ状土坑、ＳＫＱ２８２配石土坑‥‥‥‥１０８（４７０）
第１２７図 縄文（後期）遺構図７５ＳＫ４２８・１０３０・１０３１・１０３２・

１０６２・１０６６・１０６８・１０６９・１０７０・１０７３土坑 ‥‥‥‥１０９（４７１）
第１２８図 縄文（後期）遺構図７６

ＳＫ１００８１・１００８３土坑、ＳＫＱ２７０・２７１・２７２・１００１８・１００１９・

１００２０・１００３８・１００４８・１００４９・１００８５配石土坑 ‥‥１１０（４７２）
第１２９図 縄文（後期）遺構図７７

ＳＫ１００４５・１００５９・１００９４・１０１１１土坑 ‥‥‥‥‥‥１１１（４７３）
第１３０図 縄文（後期）遺構図７８ＳＫ１０７２・１０７４・１０７５・１０７７・

１１７２・１０００７・１００２８土坑、ＳＫＱ１０７６配石土坑‥‥１１２（４７４）
第１３１図 縄文（後期）遺構図７９

ＳＫ１０１０９・１０１２１・１０１３０・１０１４２・１０１４３土坑 ‥‥‥１１３（４７５）
第１３２図 縄文（後期）遺構図８０

ＳＫＦ０３・０６・１４８・１７８フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥１１４（４７６）
第１３３図 縄文（後期）遺構図８１

ＳＫＦ１８０・１８５・１８６・１９９フラスコ状土坑 ‥‥‥‥１１５（４７７）
第１３４図 縄文（後期）遺構図８２ＳＫＦ２００・２３６・２４５・２４７・

２４９・２５１フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１６（４７８）
第１３５図 縄文（後期）遺構図８３ＳＫＦ２５９・３９０・４００・４１１・

４１３・４１６・４２２フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥１１７（４７９）
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第１３６図 縄文（後期）遺構図８４ＳＫＦ４３０・４５４・４６４・４７０・
４８０・４８３・４９８フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥１１８（４８０）

第１３７図 縄文（後期）遺構図８５ＳＫＦ５０１・５０２・５０８・５１８・
５３５・５４０・５４９・５５３フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥１１９（４８１）

第１３８図 縄文（後期）遺構図８６ＳＫＦ５５９・５６０・５６７・５９９・
６０１フラスコ状土坑、ＳＱ３００配石遺構 ‥‥‥‥１２０（４８２）

第１３９図 縄文（後期）遺構図８７ＳＫＦ６４３・６６３・６６４・６９８・
６９９・７０７・７０８・７１３・７２７フラスコ状土坑 ‥‥‥‥１２１（４８３）

第１４０図 縄文（後期）遺構図８８ＳＫＦ７５０・７５２・７８０・７８４・
７８８・８２１・８２２・８４５フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥１２２（４８４）

第１４１図 縄文（後期）遺構図８９ＳＫＦ８２４・８５２・８５６・８８０・
８８１・８８３フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２３（４８５）

第１４２図 縄文（後期）遺構図９０
ＳＫＦ８８７・８８９・８９０・８９５・９１２・９５８・９８１・９８２

フラスコ状土坑、ＳＫＱ８８８配石土坑 ‥‥‥‥‥１２４（４８６）
第１４３図 縄文（後期）遺構図９１

ＳＫＱ１１０・１４９・２０９配石土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２５（４８７）
第１４４図 縄文（後期）遺構図９２ＳＫＱ２１２・２１３・２１４・１００６１・

１０１２５・１０１２７配石土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２６（４８８）
第１４５図 縄文（後期）遺構図９３ＳＫＱ２１２・２１３・２１４・２１７・

２２１・１００６１・１０１２５・１０１２７配石土坑 ‥‥‥‥‥‥１２７（４８９）
第１４６図 縄文（後期）遺構図９４

ＳＫＱ２１５・２２２配石土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２８（４９０）
第１４７図 縄文（後期）遺構図９５

ＳＫＱ２２４・２３１・２３２・２６８・２６９配石土坑 ‥‥‥‥‥１２９（４９１）
第１４８図 縄文（後期）遺構図９６

ＳＫＱ２７３・２７４・２７６・２８４配石土坑 ‥‥‥‥‥‥‥１３０（４９２）
第１４９図 縄文（後期）遺構図９７

ＳＫＱ２８３・３０４・３０５・３０８配石土坑 ‥‥‥‥‥‥‥１３１（４９３）
第１５０図 縄文（後期）遺構図９８ＳＫＱ３１７・３１８・３１９・３２３

配石土坑、ＳＱ３２１配石遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥１３２（４９４）
第１５１図 縄文（後期）遺構図９９

ＳＫＱ４０７・４５１・４６２・４９６・５０６・６１７・７４２配石土坑 ‥１３３（４９５）
第１５２図 縄文（後期）遺構図１００

ＳＫＱ７６３・７６９・７９７・８０４・８１９・８４７配石土坑 ‥‥‥１３４（４９６）
第１５３図 縄文（後期）遺構図１０１

ＳＫＱ８４８・８７７・８８４・９０２・９５５・９６９配石土坑 ‥‥‥１３５（４９７）
第１５４図 縄文（後期）遺構図１０２ＳＫＱ１００２２・１００２３・１００２４・

１００２７・１００３１・１００４０配石土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥１３６（４９８）
第１５５図 縄文（後期）遺構図１０３

ＳＫＱ１００３４・１００３６・１００５０・１００８９・１０１３３配石土坑、

ＳＮ１００９０焼土遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１３７（４９９）
第１５６図 縄文（後期）遺構図１０４

ＳＱ２１８・２１９・２２０配石遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１３８（５００）
第１５７図 縄文（後期）遺構図１０５

ＳＱ２２５配石遺構‥‥‥‥‥‥‥‥‥１３９（５０１）・１４０（５０２）
第１５８図 縄文（後期）遺構図１０６ＳＱ２２３配石遺構 ‥‥１４１（５０３）
第１５９図 縄文（後期）遺構図１０７

ＳＱ２９３・２９４・２９５・２９６・２９７配石遺構 ‥‥‥‥‥‥１４２（５０４）
第１６０図 縄文（後期）遺構図１０８

ＳＱ３０９・３１５・３１６・３２４・３４０配石遺構 ‥‥‥‥‥‥１４３（５０５）
第１６１図 縄文（後期）遺構図１０９

ＳＱ３３０・１０９１・１０９２・１０９３・１０９７・１１０１・１００２９・１００３０・

１０１１０配石遺構、ＳＱＮ５９５・１０１２２石囲炉‥‥‥‥１４４（５０６）
第１６２図 縄文（後期）遺構図１１０ＳＲ０９・１７２・２２８・２６７・

１０７８・１０１１７・１０１２０土器埋設遺構‥‥‥‥‥‥‥１４５（５０７）
第１６３図 縄文（後期）遺構図１１１ＳＮ３４２・５５４・１０９５・１０９８・

１１００・１１０３・１０００１・１００１０焼土遺構 ‥‥‥‥‥‥１４６（５０８）
第１６４図 縄文（後期）遺構図１１２

ＳＤ３１０・８２９・８３０・８７６溝跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１４７（５０９）

第１６５図 縄文（後期）遺構図１１３
ＳＭ８００石積階段状遺構‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１４８（５１０）

第１６６図 縄文（後期）遺構図１１４
ＳＭ８００石積階段状遺構‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１４９（５１１）

第１６７図 縄文（後期）遺構図１１５ＳＭ３２２道跡 ‥‥‥‥１５０（５１２）
第１６８図 縄文（後期）遺構図１１６

ＳＸ０７性格不明遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１５１（５１３）
第１６９図 縄文（詳細時期不明）遺構図� ＳＩ３５５竪穴住居跡、

ＳＢ９５１掘立柱建物跡、ＳＫ１１８・１２３土坑 ‥‥‥‥１５２（５１４）
第１７０図 縄文（詳細時期不明）遺構図� ＳＫ１３３・４０１・

４１４・４７３・４７４・５０３・５５５・６１５・８０７土坑 ‥‥‥‥‥１５３（５１５）
第１７１図 縄文（詳細時期不明）遺構図�

ＳＫ８０６・８０９・８２８・９８０・９８８・１００３土坑 ‥‥‥‥‥１５４（５１６）
第１７２図 縄文（詳細時期不明）遺構図�

ＳＫ１０１３７・１０１５２土坑、ＳＫＱ６１６配石土坑、

ＳＱ３３４配石遺構、ＳＮ３５０・１０８９焼土遺構‥‥‥‥１５５（５１７）
第１７３図 縄文（詳細時期不明）遺構図�

ＳＮ４２４・１０００８・１０１３４焼土遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥１５６（５１８）
第１７４図 縄文（前期）遺構内出土遺物図�

ＳＩ１０００４竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１５７（５１９）
第１７５図 縄文（前期）遺構内出土遺物図�

ＳＩ１０１０６竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１５８（５２０）
第１７６図 縄文（前期）遺構内出土遺物図�

ＳＩ１０１０６竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１５９（５２１）
第１７７図 縄文（前期）遺構内出土遺物図�

ＳＩ１０１０６竪穴住居跡、ＳＫ４６５・４６６土坑 ‥‥‥‥１６０（５２２）
第１７８図 縄文（前期）遺構内出土遺物図�

ＳＫ４９４・６２２・１０１３１土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１６１（５２３）
第１７９図 縄文（前期）遺構内出土遺物図�

ＳＫ１０１２９・１０１５３土坑、ＳＫＦ０２・０４・０５フラスコ状土坑、

ＳＱ２７７集石遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１６２（５２４）
第１８０図 縄文（前期）遺構内出土遺物図�

ＳＱ２７７集石遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１６３（５２５）
第１８１図 縄文（前期）遺構内出土遺物図	

ＳＱ２７７集石遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１６４（５２６）
第１８２図 縄文（前期）遺構内出土遺物図


ＳＱ２７７集石遺構、ＳＲＮ４２５・４５３土器埋設炉 ‥‥１６５（５２７）
第１８３図 縄文（中期）遺構内出土遺物図�

ＳＩ１２９・２１１・３０６・５２４竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥１６６（５２８）
第１８４図 縄文（中期）遺構内出土遺物図�

ＳＩ５３１・１００１１・１００４７竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥１６７（５２９）
第１８５図 縄文（中期）遺構内出土遺物図� ＳＫ１１・６７７土坑、

ＳＫＴ８５８陥し穴、ＳＲＮ９０３土器埋設炉‥‥‥‥‥１６８（５３０）
第１８６図 縄文（後期）遺構内出土遺物図�

ＳＩ１６８竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１６９（５３１）
第１８７図 縄文（後期）遺構内出土遺物図�

ＳＩ１６９・１７０竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７０（５３２）
第１８８図 縄文（後期）遺構内出土遺物図�

ＳＩ１７１・１９５・１９６竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７１（５３３）
第１８９図 縄文（後期）遺構内出土遺物図�

ＳＩ１９６・２０５竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７２（５３４）
第１９０図 縄文（後期）遺構内出土遺物図�

ＳＩ２２６・２６３竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７３（５３５）
第１９１図 縄文（後期）遺構内出土遺物図�

ＳＩ２６３・２７８竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７４（５３６）
第１９２図 縄文（後期）遺構内出土遺物図�

ＳＩ３１２・３２６竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７５（５３７）
第１９３図 縄文（後期）遺構内出土遺物図	

ＳＩ３２６・３３１竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７６（５３８）

―� ―
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第１９４図 縄文（後期）遺構内出土遺物図�
ＳＩ３３１・３３２・３３３竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７７（５３９）

第１９５図 縄文（後期）遺構内出土遺物図１０
ＳＩ３５３竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７８（５４０）

第１９６図 縄文（後期）遺構内出土遺物図１１
ＳＩ４０３竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１７９（５４１）

第１９７図 縄文（後期）遺構内出土遺物図１２
ＳＩ４８５・９０６・９７５竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥１８０（５４２）

第１９８図 縄文（後期）遺構内出土遺物図１３
ＳＩ９７５・１０００６・１００１３竪穴住居跡 ‥‥‥‥‥‥‥１８１（５４３）

第１９９図 縄文（後期）遺構内出土遺物図１４
ＳＢ９１８・９２１・９２２・９２３・９２４掘立柱建物跡 ‥‥‥‥１８２（５４４）

第２００図 縄文（後期）遺構内出土遺物図１５
ＳＢ９２５・９２６・９２８・９２９・９３０・９３１掘立柱建物跡 ‥‥１８３（５４５）

第２０１図 縄文（後期）遺構内出土遺物図１６ＳＢ９３１・９３２・
９３３・９３７・９３８・９３９・９４０・９４１掘立柱建物跡 ‥‥‥１８４（５４６）

第２０２図 縄文（後期）遺構内出土遺物図１７ＳＢ９４２・９４３・
９４４・９４５・９４６・９４７・９４８・９７２・１００６掘立柱建物跡‥１８５（５４７）

第２０３図 縄文（後期）遺構内出土遺物図１８
ＳＢ１００７・１０１６・１０１７・１０１８・１０１９・１０２７・１０３６・１０３７・

１０４０・１０４２掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１８６（５４８）
第２０４図 縄文（後期）遺構内出土遺物図１９

ＳＢ１０４９・１０５４掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥１８７（５４９）
第２０５図 縄文（後期）遺構内出土遺物図２０

ＳＢ１０６０掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１８８（５５０）
第２０６図 縄文（後期）遺構内出土遺物図２１

ＳＢ１０６０・１１０８・１１０９掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥１８９（５５１）
第２０７図 縄文（後期）遺構内出土遺物図２２

ＳＢ１１１３・１１１７・１１２０・１１２２・１１２３・１１２４・１１２５・

１１２６掘立柱建物跡‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９０（５５２）
第２０８図 縄文（後期）遺構内出土遺物図２３

ＳＢ１１２７・１１３０・１１３３・１１３９・１１４０・１１４１・１１４３・１１４４・

１１４５・１１５６・１１５７・１１６５・１１６７掘立柱建物跡‥‥‥１９１（５５３）
第２０９図 縄文（後期）遺構内出土遺物図２４

ＳＫ１２・１０２・１１５・１２０土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９２（５５４）
第２１０図 縄文（後期）遺構内出土遺物図２５

ＳＫ１２６・１２７・１３１・１３２・１３４・１３５・１３６土坑 ‥‥‥‥１９３（５５５）
第２１１図 縄文（後期）遺構内出土遺物図２６

ＳＫ１４０・１４１・１４３・１４４・１５０土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥１９４（５５６）
第２１２図 縄文（後期）遺構内出土遺物図２７

ＳＫ１５２・１５５・１５７・１５８土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９５（５５７）
第２１３図 縄文（後期）遺構内出土遺物図２８

ＳＫ１５９・１６１・１７３・１７５土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９６（５５８）
第２１４図 縄文（後期）遺構内出土遺物図２９ＳＫ１７６・１８３・

１９０・１９１・１９７・２０６・２０７・２３４・２３７土坑 ‥‥‥‥‥１９７（５５９）
第２１５図 縄文（後期）遺構内出土遺物図３０

ＳＫ２６１・３２５・３３６土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９８（５６０）
第２１６図 縄文（後期）遺構内出土遺物図３１

ＳＫ３３８・３３９・３４３・３４７土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９９（５６１）
第２１７図 縄文（後期）遺構内出土遺物図３２

ＳＫ３４８・３５２・３５７・３５８・３５９・３６１・３６３土坑 ‥‥‥‥２００（５６２）
第２１８図 縄文（後期）遺構内出土遺物図３３

ＳＫ３６４・３６８・３７０・３７２土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２０１（５６３）
第２１９図 縄文（後期）遺構内出土遺物図３４

ＳＫ３７３・３７４・３８０・３８９・３９２・４１８・４２６・４３１土坑 ‥‥２０２（５６４）
第２２０図 縄文（後期）遺構内出土遺物図３５

ＳＫ４３２・４３３・４３４・４３８土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２０３（５６５）
第２２１図 縄文（後期）遺構内出土遺物図３６

ＳＫ４３９・４４０・４４１・４４５・４５９・４６０・４６７・４６９土坑 ‥‥２０４（５６６）

第２２２図 縄文（後期）遺構内出土遺物図３７
ＳＫ４７６・４８４・４８６・４８７・４９７・５００・５０７・５０９土坑 ‥‥２０５（５６７）

第２２３図 縄文（後期）遺構内出土遺物図３８
ＳＫ５１３・５１９・５２０・５２３土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２０６（５６８）

第２２４図 縄文（後期）遺構内出土遺物図３９ＳＫ５３０・５３３・
５３６・５４１・５４３・５４４・５４５・５６２・５７１・５７５土坑 ‥‥‥２０７（５６９）

第２２５図 縄文（後期）遺構内出土遺物図４０
ＳＫ５７６・５７７・５７８・５８４・５８８・５９１・６００土坑 ‥‥‥‥２０８（５７０）

第２２６図 縄文（後期）遺構内出土遺物図４１ＳＫ６０２・６０３・
６０５・６０６・６０８・６０９・６１１・６１２・６１３・６１４・６１８土坑 ‥２０９（５７１）

第２２７図 縄文（後期）遺構内出土遺物図４２
ＳＫ６２３・６２７・６２９・６３１・６３２・６３９・６４０・６４７・６４９・６５１・

６５３・６５６・６５７土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２１０（５７２）
第２２８図 縄文（後期）遺構内出土遺物図４３ＳＫ６５９・６６１・

６６２・６７１・６７４・６８８・６９０・６９３・７０１土坑 ‥‥‥‥‥２１１（５７３）
第２２９図 縄文（後期）遺構内出土遺物図４４ＳＫ７０５・７０６・

７０９・７１０・７１２・７１７・７１８・７２９・７３０・７３３土坑 ‥‥‥２１２（５７４）
第２３０図 縄文（後期）遺構内出土遺物図４５

ＳＫ７３７・７３９・７４０・７４１・７４４・７４６・７４９・７５６土坑 ‥‥２１３（５７５）
第２３１図 縄文（後期）遺構内出土遺物図４６

ＳＫ７５８・７５９・７６０・７６６・７７３・７８２・７８５・７８６土坑 ‥‥２１４（５７６）
第２３２図 縄文（後期）遺構内出土遺物図４７

ＳＫ７９１・７９３・７９４・７９９・８１４・８２３土坑 ‥‥‥‥‥‥２１５（５７７）
第２３３図 縄文（後期）遺構内出土遺物図４８

ＳＫ８２５・８２６・８３１・８３８・８３９土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥２１６（５７８）
第２３４図 縄文（後期）遺構内出土遺物図４９ＳＫ８４２・８５５・

８５９・８７１・８７８・８９３・９０５・９０７・９０８・９１１・９１６・９５３・９５４・

９６０・９６２・９６３・９６４・９６６・９６８・９８３土坑 ‥‥‥‥‥２１７（５７９）
第２３５図 縄文（後期）遺構内出土遺物図５０

ＳＫ９５６・９８４・９８５土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２１８（５８０）
第２３６図 縄文（後期）遺構内出土遺物図５１ＳＫ９９０・９９８・

１００２・１０２９・１０３０・１０３１・１０３３・１０６２土坑 ‥‥‥‥２１９（５８１）
第２３７図 縄文（後期）遺構内出土遺物図５２ＳＫ１０６８・１０７０・

１０７２・１０７３・１０７４・１０７５・１０７７・１０８０土坑 ‥‥‥‥２２０（５８２）
第２３８図 縄文（後期）遺構内出土遺物図５３

ＳＫ１０００７・１００２８・１００４５・１００５９・１００９４土坑 ‥‥‥２２１（５８３）
第２３９図 縄文（後期）遺構内出土遺物図５４

ＳＫ１０１０９・１０１１１・１０１３０・１０１４２・１０１４３土坑 ‥‥‥２２２（５８４）
第２４０図 縄文（後期）遺構内出土遺物図５５

ＳＫＦ０３・０６・１４８・１７８・１８０・１８４・１９９・２００・２３６・２４１・

２４５フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２２３（５８５）
第２４１図 縄文（後期）遺構内出土遺物図５６

ＳＫＦ２４７・２５１・３３７フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥２２４（５８６）
第２４２図 縄文（後期）遺構内出土遺物図５７

ＳＫＦ２５９・３７７・４００・４２２フラスコ状土坑 ‥‥‥‥２２５（５８７）
第２４３図 縄文（後期）遺構内出土遺物図５８ＳＫＦ４１６・

４３０・４５４・４５７・４６４・４７０・４８０フラスコ状土坑 ‥‥２２６（５８８）
第２４４図 縄文（後期）遺構内出土遺物図５９

ＳＫＦ４９８・５０１・５０２・５４０フラスコ状土坑 ‥‥‥‥２２７（５８９）
第２４５図 縄文（後期）遺構内出土遺物図６０

ＳＫＦ５４９・５５３・５５９・５６０・５６１・５６７・５９４・５９９

フラスコ状土坑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２２８（５９０）
第２４６図 縄文（後期）遺構内出土遺物図６１

ＳＫＦ６０１・６６３・６６４・６９８・６９９・７０７・７０８・７１３・７５２・

７７０フラスコ状土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２２９（５９１）
第２４７図 縄文（後期）遺構内出土遺物図６２ＳＫＦ７８４・

７８８・７９０・８２１・８２２・８２４フラスコ状土坑 ‥‥‥‥２３０（５９２）
第２４８図 縄文（後期）遺構内出土遺物図６３ＳＫＦ８４５・

８５２・８５６・８８０・８８３・８９０フラスコ状土坑 ‥‥‥‥２３１（５９３）
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第２４９図 縄文（後期）遺構内出土遺物図６４ＳＫＦ９１２・
９５８・９７７・９７８・９８１・９８２・９８６フラスコ状土坑 ‥‥２３２（５９４）

第２５０図 縄文（後期）遺構内出土遺物図６５
ＳＫＱ１１０・１４９・２０９・２１３・２１４配石土坑 ‥‥‥‥‥２３３（５９５）

第２５１図 縄文（後期）遺構内出土遺物図６６
ＳＫＱ２１２配石土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２３４（５９６）

第２５２図 縄文（後期）遺構内出土遺物図６７
ＳＫＱ２１５・２２１・２２２・２２４・２３２・２６８配石土坑 ‥‥‥２３５（５９７）

第２５３図 縄文（後期）遺構内出土遺物図６８
ＳＫＱ２６９・２７０配石土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２３６（５９８）

第２５４図 縄文（後期）遺構内出土遺物図６９
ＳＫＱ２７１・２７２・２７３・２７６・２８３・２８４配石土坑 ‥‥‥２３７（５９９）

第２５５図 縄文（後期）遺構内出土遺物図７０
ＳＫＱ２８７・２８９・２９０配石土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２３８（６００）

第２５６図 縄文（後期）遺構内出土遺物図７１ＳＫＱ３０４・
３０５・３０８・３１４・３１７・３１９・３２３・３６７配石土坑 ‥‥‥２３９（６０１）

第２５７図 縄文（後期）遺構内出土遺物図７２
ＳＫＱ３１８・４６２配石土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２４０（６０２）

第２５８図 縄文（後期）遺構内出土遺物図７３
ＳＫＱ４９６・５０６配石土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２４１（６０３）

第２５９図 縄文（後期）遺構内出土遺物図７４
ＳＫＱ６１７・７４２・７６３・７６９・７９７・８１９・８４７・８８４・９６９・

１０７６配石土坑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２４２（６０４）
第２６０図 縄文（後期）遺構内出土遺物図７５

ＳＫＱ１００１９・１００２２・１００２７・１００３１・１００３４・１００３６・１００４０・

１００５０・１００６１・１００８９・１０１３３配石土坑 ‥‥‥‥‥２４３（６０５）
第２６１図 縄文（後期）遺構内出土遺物図７６

ＳＱ２１９・２２３配石遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２４４（６０６）
第２６２図 縄文（後期）遺構内出土遺物図７７

ＳＱ２２５・１０９１・１１０１配石遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２４５（６０７）
第２６３図 縄文（後期）遺構内出土遺物図７８

ＳＱ２９３・２９８配石遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２４６（６０８）
第２６４図 縄文（後期）遺構内出土遺物図７９

ＳＱ３２１配石遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２４７（６０９）
第２６５図 縄文（後期）遺構内出土遺物図８０ＳＱＮ５９５石囲炉、

ＳＲ０９・２２８・２６７土器埋設遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥２４８（６１０）
第２６６図 縄文（後期）遺構内出土遺物図８１

ＳＲ１７２・８４６・１０７８・１０１２０土器埋設遺構 ‥‥‥‥２４９（６１１）
第２６７図 縄文（後期）遺構内出土遺物図８２

ＳＲ１０１１７土器埋設遺構、ＳＮ３４２・５５４・１０９５・１０９８・

１１００焼土遺構‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５０（６１２）
第２６８図 縄文（後期）遺構内出土遺物図８３

ＳＮ１１０３・１０００１焼土遺構、ＳＤ１５３溝跡、

ＳＭ８００石積階段状遺構‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５１（６１３）
第２６９図 縄文（後期）遺構内出土遺物図８４

ＳＸ０７性格不明遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５２（６１４）
第２７０図 縄文（後期）遺構内出土遺物図８５

ＳＸ０７性格不明遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５３（６１５）
第２７１図 縄文（後期）遺構内出土遺物図８６

ＳＸ０７性格不明遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５４（６１６）

第２７２図 縄文（後期）遺構内出土遺物図８７
ＳＸ０７性格不明遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５５（６１７）

第２７３図 縄文（後期）遺構内出土遺物図８８
ＳＸ０７性格不明遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５６（６１８）

第２７４図 縄文（後期）遺構内出土遺物図８９
ＳＸ０７性格不明遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５７（６１９）

第２７５図 縄文（後期）遺構内出土遺物図９０
ＳＸ０７性格不明遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５８（６２０）

第２７６図 縄文（後期）遺構内出土遺物図９１
ＳＸ０７性格不明遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５９（６２１）

第２７７図 縄文（後期）遺構内出土遺物図９２
ＳＸ０７性格不明遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２６０（６２２）

第２７８図 縄文（後期）遺構内出土遺物図９３
ＳＫ１１７２土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２６１（６２３）

第２７９図 縄文（詳細時期不明）遺構内出土遺物図�
ＳＩ３５５竪穴住居跡、ＳＫ４０１土坑、ＳＮ４２４・

１０８９焼土遺構‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２６２（６２４）
第２８０図 縄文（詳細時期不明）遺構内出土遺物図�

ＳＫ１０１５２土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２６３（６２５）
第２８１図 縄文（詳細時期不明）遺構内出土遺物図�

柱穴様ピット（�）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２６４（６２６）
第２８２図 縄文（詳細時期不明）遺構内出土遺物図�

柱穴様ピット（�）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２６５（６２７）
第２８３図 縄文（詳細時期不明）遺構内出土遺物図�

柱穴様ピット（�）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２６６（６２８）
第２８４図 縄文（詳細時期不明）遺構内出土遺物図�

柱穴様ピット（�）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２６７（６２９）
第２８５図 弥生以降遺構図�

ＳＫＩ１１１竪穴状遺構‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２６８（６３０）
第２８６図 弥生以降遺構図�

ＳＢ１００９・１０１０掘立柱建物跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２６９（６３１）
第２８７図 弥生以降遺構図�

ＳＢ１０１１・１０１２・１０１３掘立柱建物跡‥‥‥‥‥‥‥２７０（６３２）
第２８８図 弥生以降遺構図� ＳＢ１０１４掘立柱建物跡‥‥２７１（６３３）
第２８９図 弥生以降遺構図�

ＳＢ１０１５掘立柱建物跡、ＳＡ１０２８柱列跡 ‥‥‥‥２７２（６３４）
第２９０図 弥生以降遺構図�

ＳＡ１１７１柱列跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２７３（６３５）・２７４（６３６）
第２９１図 弥生以降遺構図� ＳＫ２６６・２８１・３５４土坑、

ＳＮ１０６・１０７焼土遺構 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２７５（６３７）
第２９２図 弥生以降遺構図	 ＳＮ１０３・１０５焼土遺構 ‥‥２７６（６３８）
第２９３図 弥生以降遺構図
 ＳＮ１０４焼土遺構 ‥‥‥‥２７７（６３９）
第２９４図 時期不明遺構図�

ＳＤ５４７・５８９・５９０・５９２・５９３溝跡 ‥‥‥‥‥‥‥‥２７８（６４０）
第２９５図 時期不明遺構図� ＳＤ１３・１５３・１５６・８１２溝跡‥２７９（６４１）
第２９６図 弥生以降遺構内出土遺物図�

ＳＫＩ１１１竪穴状遺構、ＳＢ１０１２・１０１３掘立柱建物跡、

ＳＫ２６６・２８１土坑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２８０（６４２）
第２９７図 弥生以降遺構内出土遺物図�

ＳＫ３５４土坑、ＳＮ１０３・１０５・１０７焼土遺構、ＳＫＰ１５５５・

１６２４・１９２５柱穴様ピット ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２８１（６４３）

第１４表 遺構内出土土器類観察表�～２７
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２８２（６４４）～３０８（６７０）

第１５表 遺構内出土石器類観察表�～	
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３０９（６７１）～３１６（６７８）

表 目 次
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１　本書に掲載した平面図の方位は日本測地系平面直角座標第X系座標北である。巻末の報告書抄録

の経緯度は世界測地系に準拠する。

２　頁番号は各分冊ごとに１から付し、総頁番号を（　）を付けて併記した。

３　略記号は以下の通りである。
 SI　：竪穴住居跡 SQ ：配石遺構･集石遺構 SM ：道跡･石積階段状遺構 RP：土器

 SB ：掘立柱建物跡 SQN：石囲炉･立石炉 ST ：捨て場 RQ：石器

 SK ：土坑 SR ：土器埋設遺構 SA ：柱列跡 S　：礫

 SKF：フラスコ状土坑 SRN：土器埋設炉･土器片囲炉 SKI ：竪穴状遺構 

 SKQ：配石土坑 SN ：焼土遺構･炉跡 SX ：性格不明遺構

 SKT：陥し穴 SD ：溝跡 SKP：柱穴様ピット

　　※SKFフラスコ状土坑は、上端より壁もしくは下端が広い部分があるものとした。

４　遺構図及び遺物図の縮尺は以下の通りである。各図にスケールを付した。
  SI：１/20､１/40､１/50　　SI炉･SRN･SN：１/20､１/40　　SB：１/100　　SR：１/20　　SM・SX：１/80

 SK･SKF･SKQ･SQ･SQN･SKT･SKI：１/40　　SD：１/40､１/80､１/160　　SA：1/80､１/100　　ST：１/60

 土器実測図：遺構内１/３（遺構内）､１/４（捨て場･遺構外） 

 石器実測図：剥片石器１/２､１/３　礫石器１/３､１/４　石皿１/４､１/６　　　

５　土層は基本層序にローマ数字（Ⅰ､ Ⅱ・・・）、遺構堆積土にはアラビア数字（１､ ２・・・）を用

いた。基本層位は数箇所で観察しており、それぞれにA～Gの識別番号を付した。「AⅠ層」は「基

　本層序AにおけるⅠ層」を表す。

６　土器実測図は、土器断面図の左側に外面図（拓影）、右側に内面図（拓影）を配した。

７　遺物番号は挿図ごとに１から付した。実測図を掲載せず写真のみを掲載した遺物は、図版ごとに

　①から番号を付した。なお写真のみを掲載した遺物についても、各遺物一覧表に基礎情報を記載

　している。

８　遺物番号は、第１図１を１－１、図版１の①を図版１－①のように略述した。遺物写真図版や遺

　構内遺物出土状況図などの遺物番号は挿図中の遺物番号と一致する。

９　表の凡例は、各表の冒頭に記載した。

10　遺構平面図の礫に付した番号は第56表に対応する。

11　挿図中に用いたスクリーントーン・記号の凡例は以下の通りである。

土製品実測図：１/３､１/４

石製品実測図：１/２､１/３､１/４

＜遺構関連＞

＜遺物関連＞

第２分冊　遺構図・遺構内出土遺物図篇

凡　　例

被熱 炭化物 粘土 礫（断面図） 埋土中礫（SKQ）立石（SKQ） 柱痕跡

土器:赤色塗彩･赤色顔料付着
石器:磨痕･赤色付着物

漆付着 黒漆塗り アスファルト
黒色付着物

土器 石器 炭化物

自然面（石器）

－ i －
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第20図　遺構配置図分割図

－ 2（364）－



第21図　遺構配置図分割図　

－ 3（365）－



第22図　遺構配置図分割図　

－ 4（366）－



第23図　遺構配置図分割図　

－ 5（367）－



第24図　遺構配置図分割図　

－ 6（368）－



第25図　遺構配置図分割図　

－ 7（369）－



第26図　遺構配置図分割図　

－ 8（370）－



第27図　遺構配置図分割図　

－ 9（371）－



第28図　遺構配置図分割図　

－ 10（372）－



第29図　遺構配置図分割図　

－ 11（373）－



第30図　遺構配置図分割図　
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